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記 念 事 業 夏 の 見 皐 会 開 催

去る 5月23、2生前日の東海方面見学は30余名の参加 で到Iる所で欲 待合受り盛会裡に終 了、参加者一 同純益 すると こ

ろ多かった。 今回夏季催 しとして各種見学 と納涼 をかねた2 泊旅行 ぞ催 します。満員 とならぬ内 に下記要m御熟覧の

上御申込み下さ L、。

。見学の個所 岐阜提灯製作状況、名和昆虫羽l 究所、鵜

飼実況、 白川大家族家屋等

。 見 挙 日 時 7月11 ( 金 ) 12 ( 土) 13 ( 日〉の3 日間

Ｈ ｉｉｕ 雨Ｗ，ｾ論〉

。集会の時と所7 月11 日正午 国鉄岐阜駅待合室集合

。 見 学 行 程 7 月11 日 〈金) 12時30 岐阜県庁の梅川

祭清一14. 00出溌

この間中食〈簡単なもの準{ i i i j ) 、 入浴少

憩〈遅参の方は道服 ｾｗ ・庁に問合せ て 梅

)11岡l の梅川寮に米られたし〉

14. 30 尾関商 j占工場参鋭、15. 30dE

16. 00 名和昆虫研究所九学、名和秀雄投

附の 「イ主居庭闘と告虫J の話ぞき し、て18

. 001判溌 18. 30頃遊覧船乗 b込み夜宴、

車 ｇ￱ ，ｾ観覧 22. 00頃梅川祭帰箔宿泊

7月12日 仁土) 6. 30岐阜駅発、美濃太田

衆換r 北波A f 12. 16 借l ; I J パスでi i ' J : ちに l封

花 、 大日中 ｊｾＱ［ を在王て Ｑ Ｕ Ｎ ＰＰ 頃御母ヨ ｫ ・ Ｒ 台 、

代表的民家述山家見学 16. 00頃問所. ; m、

鳩谷治ー 17. 00頃、大家族衣長の集落見学

〈白 )11村風俗、家民 l二つい ての解説者は

交渉中〉鳩谷の白川館 lこ宿泊 、旅舎で 白

川民｡ｬ￬Ｑと筒ｾ ｾ 観る。

7月13日 〈日) 6. 40脇谷: 危 北漫着 10. 10 

ここで解散

参 考 〈往復のｰＮｾＧ，附表〉

〈往路〉一同鉄年I J HJ O) ) ; 一

※ ｓ ｩ 侍 ＰＰ 大阪ｾ急行蚊♀着 Ｑ ＱＮ 38 

、S. 40 11 11 -:. 11 11. 51  

- 電車利} l J (，1ノカ ー

Ｗ Ｎ ＴＰ 近鉄上ｾＺｮ ｲ 溌特急、→名官民ｊｴ ｩＢｬ ＰＮＳＵ

7. 00 11 急行 → 11 10. 30 

名古屋欽滋岐阜線に乗換 仁同一構内) 10 

. 50名鉄名山尾花特急、 →新岐阜驚11. 25 く

岡鉄岐阜駅ま で徒歩が: 12分〉

(%J 路〉 一同鉄利用の ) j ー

※ 10. 26 北淡溌. 美濃太田乗換、岐阜. 鷲

14. 55  

※ ＱＵＮＰＴ 岐阜 ｾＺｑ ， 行 → 大阪苅 ＱＸ Ｎ ＱＰ

x は 15. 1111 各十iE→ 11 19. 21 

ーな車利mの )j ー

。会

10. 26 北波淀、美濃太田乗換、鵜沼茄2

14. 26 名古屋鉄道線乗換〈同 ー構内〉

名古屋活15. 25

近 鉄

16. 00 溌特急→上本町 iff 18. 55 

名古屋

又は 16. 05 11 急行 → 11 19. 39 

費 2，600円 借 切 パ ス料、宴会費、宿泊料 C

一定量の アルコー ル料共〉、 女中、船頭

等祝儀、 見 学先謝礼等 を?合む 仁f旦し北淡

までの往復運賃は各自御負担下 さしつ

( 3等往復約1，000円余〉

。申 込 締 切 6 月25 日迄に会費 と共 に申込の布、1，[借

切パス、 旅 命、遊覧船空宇に限皮があ りえ

すので期日前で も定数に主主 した場令は締

切りま すか ら街! 諒承下さし、。

。念のために

O岐阜では宿泊料節減のた め、 白川郷では僻地のため

旅［Ｎ干の ｊ Ｉｴｾ恰その他の不行届の点はお ｦ ｦＱＭ し 下さ し 、 。

0 : 13ミ絡は越美: トJ線北淡迄の切符で岐阜に て途中下車 さ

れるみが宍11去です。

0 協会本部は※ fll の列車 で移動 します。これと | 司一行

動を とられる方が30人以上 となれば運賃 1 割引 とな

りますので. 一括して切符 r z. 入れを希望される方は

申込占にその汗ぉｾ｜Ｚき添え下さ し 、 。

ｏｾ じ濃 ｪ 喝谷間はー道路は可成 ｨ よし 、がそれ で も片道 Ｓ

時tl ¥l半の行経で す。 事: に余 り弱い j J は御' Q! IM置された

カ丸、い で しょう 。

。見学場所の概要

〈イ〉岐阜提灯製作工場- - 可憐な女性のや わ肌 を お

色わせる よ うな岐阜提灯一 一 それはどうして作 られ

るt : ろ うか つ斯界では最大な規模てと いわれてい る

尾関商腐のヱ場を参観 す る。

くロコ名和昆虫研究所- - 世界的 に名を知 られてい る

この博物館を見学 しつ 』、名和秀雄技師か ら「住 居

や雌閣と' ; g: 虫J ｾテーマとする簡を＿ き 〈。 特 に本 会

のために一般には公開 きれない記念館が| 掲扉される

ことに なってい る。

心、 〉鵜飼ＭＭ余 ｾ Iこも有名でゐる o _7 月はその最晶長

期、鮎のー有害美味な月 でも ゐ る。 長良川の水上に苦手

ペf: 舶に夜宴 を振って納涼 と懇 親を深め流 し来る絃



歌尺入、打ち上げられる盛んな花火に輿 を移 すこと ために保たれたこ の風俗と家屋の備 えも、最近開会、

しばし 、やがて漁 b下る鵜飼船に従って急流 をこぎ れた交通の使と新 しい文化恩却のため に〈すれて行

下 bつ h 鵜の鮎 をとる 綴 を限前に見てスリ ルと興趣 きっ、ある ので、 今 こそこ の限にその最後の美しい

を満喫する。 姿 を留めてお 〈べきでゐろう 。

〈ニ〉借切パスで観光- - 国鉄終点北波駅から 泌谷ま くト〉 白 Ｉｉｉａ 寸の民務と ｒｩ￭ｩｾ］］ 僻地のこ〉では民謡 ｫ

でパス 31時間半 を往復共借切パス。長良)11 と庄) 11 と 踊 h こそ唯ーの娯楽でゐる。それには この土地の秘

の最上流の絶 佳な風景ｾｾ鈎賞して、随 所希望の 筒所 先の後十代もの命が後み蕊ねられて来ている。まこ

に草ｾ停め る。 とにむペなるかな、 余年東京で問かれた会国民摺ヨ

〈ホ〉大日村の閃拓部落- - 前: t J i 河川の分水嶺が大 日 ユ/ タールで 俊嚇してし、るし、文化挟商にも撮 られて

岳の開拓部落大日村でゐる 。寒冷とやせ lllll こいどん い る。本見学会の最後をこの民訴と踊ｾ Iこよってな

で牧穫せんとする人々の等い努力に敬: 訟を表した い ごやかに終る予定でゐる。宥，会のいぷきのか、らな

仁へ〉白川村の大家族家屋- - 環境から必然的に起き い純粋な民言語とはやし、そしてその踊りも今の附こ

Tこ大家族制、 そして三階なレし四階建合唱立造 bの大 そ最後のき h ものFもものとなるではないか。多勢の

家屋は、民俗学上にも建築の構造や芯; 医の上にも多 御 参 加 を 願 う 次 係 で ゐ る 。 ( 竹 内 委 員 記〉

大のヒ γ ト治滑られる t:: ろう。最色僻地であったが 況念事業委員会見学部長 a 松 本 儀 八

，竹 腰 会 長 渡 欧 日本建築協会京都支部事務所移転

付版会長は今般 M . R. A. の初訪でア メリカ 及び欧 京都支部は従来木屋町/ . kja会館にゐったが、今般都合

調li に旅立ちされる こと にな b五 月雨降 h しきる 5 月'27 日 によ り下記へ移転しました。

多数の見送 b を受りられ大阪駅溌 111まと H で上京された 。移転先 京都市中ぷ区押/J 、路斗柳馬場東入橋町 6必

( 5月2.9日羽図空港溌アメリカに肉はれ7月中旬帰朝の予 iJ i : 地京都建設会館内〈電 l二、4199、4551、

定) 4552)  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

2  
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新 建 築 「ク ラ プ 関 西J 見 学 会

新しい感覚 に依て巡られた坂倉建築宅

寄って御参加下きい。寄って御 ｾ

ｾ＠ 1. 建 築綴裏 矩好318. 241野錫筋 コシグリート進 bニ 附建シ + ーレー穆1. 建 まま:fif.318. 2盛1野錫筋コシグリート進 bニ附建シキーレー核平来事舜進 P ラソ' 主主築

ｾ＠ 2  見学日時 6刀21 日〈土〉 午後1時40分集合2時よ1 ] 3時迄見学 亡時間J2. 男 6刀21 日〈土〉 午後11l1i ' 40分集合2時よ1 ] 3時迄見学 〈時間励行コ

3.  集合場所 市電堂 fh中町w. 停よ b来南半了米寧刑務所悩クラブ関西13. 集 市型2堂 fh中町w. 停よ b来南半了米 lji 刑務所悩クラブ関西前

4.  申込締 切 Ｖ 月 ｊＹＱｾ 迄会費 ＳＰ 門 ｫ 共に申込下さ ｌ 、予定人釘あり孜宣告4. 申 Ｖ 月 ｊＹＱｾ 迄会費 ＳＰ 円土共に申込下さ ｌ 、。予定人 ａ ゐ ｢ 次第先鳶頗 〆 切る 。

昭 和 2 7 <1昭 和 2 7 年 6 月 1 日

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 会

3 5 年 記 念 事 業 後 援 申 込 芳 名

今次記念事業企頭発表以来、 手宇部門会会只に格別の御協カと 御ぷ・殴を頂いてお b ます事を l手〈符iJ礼申上げ

ま寸。目下各部門関係委員各位の御手許で取処めを願っておりますが、本日現在迄に本会宛直接御申 込み 賜

つドものは下の還りでゐりま九

昭 和 2 7 年 5 月 2 0 日

記念事業委員会委員長資金部長 束 期 謙 一

ｦ ・申 込 ヲｾｾ並金額〈申 込受イ、 ｌＢ 贋 〉
今 回 ! 役 人 殿

J 1W・; 芋瓦株式会社殿 20，000円 元 木 貞 治 殿

池 問 主 主 材 厳 10，000円 中 谷 E克 広 殿

閥均応用化工株式会社殿 50，000円 佐 久 行I Ｎ￬ｾ Ｑｬ＠ r台 殿

浜 岡 至 理 一 歳 1，000円 F寄 合 w ー 殿

神 谷 新 一 星 空 1，000円 竹 股 { 注 進 殿

/J 、林建設株式会社殿 1，000円 熊 本 高 代 司 殿

株 式会社大阪防水建設社員室 3，000円 中 野 収 次 郎 星空

T Y 防ノk 工業株式会社殿 2，000円 株式余れ大阪建築事務 所 .

泉 川 化 学 工 業所殿 2，000円 池 岡 宮 彦 殿

大 ｉｾ 特殊建材工業所思 2，000門 高 橋 JJt 失 殿

了Ｚ［ＡＡ［ｾ設株式 会社股 300円 前 内 文 二 郎 殿

清 水 雄 量豊 1，000円 柴 JII 伝 槌 殿

山 本 良 雄 殿 500円 橋 間 万 f弘 雄 殿

1m 間 安 彦 殿 300円 荒 川i 市 次 D

やよひスレー ト株式会社員電 10，000円 中 烏 2定1守ヱ 門 殿

300門

1，GOO円

300円

500円

300円

10，000門

300円

1，000円

30，000円

300円

300円

300円

500門

1，000円

300門

300円

3  



株式会社砂i利工務脂殿 3，000門 東畑建築再1: 務所長生 30，000円

株式会社竹中工若者庖九州支脂殿 3，000門 浅海電気虚業株式会社殿 50，000円

池 関 谷 夕 、 古 殿 300門 飯 濠 源 古 殿 1，000円

池 図 式 彦 殿 300Fj  井上工村株式会主i 殿 20，000門

林 金 房 殿 300円 石井 ｾｾ［ｪ 有限会社殿 5，000門

左 谷 米 三 j ! ; 1¥殿 300円 株式会社平回 F イノレ本社殿 10，000円

大阪土木工事業株式会社殿 1，000門 大和工業株式会社殿 5，000門

小 林 』 長 太 殿 300門 和E l l 木; f ; j 工芸株式会社殿 1，000門

久 保 図 Z重苦7 量生 300円 株式会社平山木工所殿 1，000円

石 橋 健 市 殿 100[' j  島 村 佐 次 郎 殿 3，000円

: 株式会松村町拍子1; 5殿 10，000門 日本板硝子株式会社殿 50，000円

株式会社山本建材社殿 10，000円 村野・・森建築4平革新頁殿 30，000円

株式会社藤本工務広殿
1，000門 日新工業株式会社大阪支広政 50，000門

岩 佐 班 員11 殿
1. 000門 薮 中 良 鍛 300門

山 本 終 業 向 脂 ， 駁 10，000円 岩 本 博 行 殿 1，000円

野 中 駒 市 殿 1，000円 波 実 幸 殿 300円

凶 村 商 会 殿 500門 桑田硝子株式会社A¥i 5，000門

株 式 会 初 河 野 組 殿 3，000PJ  高野アス 7 アルトエ業株式会社殿 3，000円

内外土オ主主主村松殿 10，0001'9  近畿低気工事株式会社殿 80，000門

ナニワ瓦株式会主i 殿 5，000円 荻 野 虫 記 ー 殿 300門

｟ｉｾＮ島入 ｅ り ｊ 殿 300門 # i } 野 三 磁 殿 500jI j  

育 者 設 誠 九 殿 1，000円 赤 江 久 野 彦 殿 1，000門

竹 内 き 〈 殿 300[ '1 中 村 牧 ' ik ｾｉ｜ 殿 1，000ドl

大 西 正 一 般 30011J 高 島 太 郎 殿 300門

述 ＷＱ くｾ失殿 3001'9 島 問 駒 大 虫1¥殿 600門

竹 内 孝 殿 1，000門
武 田 経 一 般 1，000門

脇島主主目立株式会初九州支応殿 3，000["j  
株式会社建材社大阪支原EE 50，0001' 1  

育 問 安 三 良1¥殿 1，000門
今事f ' 彦大良1¥殿 1，000円

f理ii;;Jq硝子株式会社殿 60，000門
中間話察官産業中'k式会社大阪t監禁所殿 2，000円

伊 東 五 P - I ¥ 殿 1，0001' 1  
株式会社久保商 ｲｮｩｾ 20，000門

ff. 沢石綿セメゾト株式会社殿 50，000円
株 式 会 社 明 正 社 殿 2，000円

ｊｩ ｴ ｴＡ宇陶撚 ｆｾ 余式会社大阪営業所殿 30，000f"T.J  京 総 閥 会 殿 2，000門

架/ i i ¥工業株式会社殿 50，OOO{ 可
日ｾｾ殺官ｼ工務株式会社殿 60，000門

千 賀 正 人 殿 300円
岩 崎 昔 皇 太 良1¥ ｦｴｾ＠ 1，0001-'1 

喜多村義雄Ｎｷｾ 1，000門
株式会社大阪言f )IIRij 腐敗 3，000門

EHJ 勝 治 殿 300円
株式会社室谷尚J占殿 10，000門

鈴 木 広 好 殿 1，500門
安岡レ - J ¥. . 株式会刻 ft!l 5，000円

板 井 公 威 殿 300門
丸尾建材株式会主1. ，i l >>: 5，000門

大 谷 木 広 殿 300円
山 東 商 会 殿 3，000門

野 崎 在 職 三 殿 600門
栗 本 栄 ー 殿 1，000門

熊谷組制井出張所殿 3，000門
赤 坂 建 材 応 殿 6，000門

内務多 ＱｾＱ 鍛 1，000門
株式会社中央R司会殿 6，000円

ｾＦＺロ 貞 ー 良1¥殿 300門
岩元工業株式会*-1 殿

6，01J 01可

ー1. ; 外 隊 旅 殿
300円

〈以 lてIi. 月二十日まで受付の分〉

う5 川 時 男 殿 300円

盛 岡 静 雄 殿 500円

保 問 i w . 三 殿 3，000{ 守

J I ! . 畑正法三殿 3，000門

4  



樫山株式曾枇本社

大 阪市東 区 本 町 五 丁 目 二 三 番地

設 計 施 工 不 二 建 設 株 式 令 置 土

工 事 織当 小川孫一良. 門悶宗市

林 弘 渡 途 利 雄

官主 主主 設 備 浅 i海 電 主 主

媛 t言 設 { 商 大 阪 電 然 様E号

ゑやへロ 7]<;. 1奇5 生 西 原 衛 生

ヱ レ ベ タ ー 富 士 総 主 主 機

ラジオテレト ーク 三電車主株式合尉:

室 内 書長 的i 宮 崎 木 材 工 褒

エチ ー J レ サ ヅ ジ ユ 翠: r i J I 鋼 材

硝 子 工 架 111 ;依 附 子

Jレ 伊 奈 製 陶F イ

大 理 石 矢 橋 大 磁 石

リ ノ リ ユ ー ム 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム

テラズオプロツグ 日 本 テ ラ ズ オ

情 溢 鋼 筋 コ ン ク ロ ー ト議

面 積 建坪 143坪 延 坪 803坪

エ 期 1!151 ・2 - ?  !) ｾＺＱＲ 。

3. 4.5.F  

平面園E究明 J. ボイラ ー室 '1. 電気室 " . 倉庫 4. 客 向

5. 管業室 G 膝接室 7. 洗商所 ｾ Ｎ 使 ｬｦｲ !). 湯沸場

10 小侠室 J 1 . 荷受場 1? 置土長室 1; ，役員室 H 悠接室

1!) 令議室 l G. 製 品検査室 17. 電 話交換室 1fl . 製 品 陳

列室断裁室

円71-1 J

L

L

 

3  

③ 



批 畏 童

仕上概要 外 部 1 階 正 面 黒 御 影 石 水 路 仕 上 、 面 格 子 ホ ワイトプ ロジズ製

2 階以上 アイポリ ー色 タイル貼仕上、裏面ノ、企色リ シン 仕上、各窓、

スチ ーJ レジ ヤ ツ F 付 上下式ス チ ーノレ サツ γ ュヲ使用、 F付属荷受滋骨製放

型エレ ー ト貼仕上、

内部各階ｾ下 Ｑ 正貨問等主要部分床ノ、テラズ寸虞重量目地入研出仕上、事務

室床ノ、東洋日 / ! Jユ ー ム製品使用、最士長室及重役室、感接室、曾議室ノ、

リノタイル貼、壁ノ、一般エ プラ ;<.! l ー仕上、特エ最士長室ノ、化粧高級楠 ベ

ユヤ板貼、重役室ノ、複 地 柾 〈エヤ板R占、一部感接室ニノ、ォ p エ ンタ ルク

ロス貼ペンキ仕上 、曾議室ノ、壁紙貼、天井ノ、一般ニプラエ 1> - 仕上特殊室

ハ7]<. 性..-..! ;/ キニテ化粧塗装 ヲ施丸、照明ノ、主要階受光燈照明 、上階ノ、パ

イ Ｗ ・ｾ［Ｏダ ｹ ト式、エレベ ー タ ー ノ、三菱製品ヲ使用、客、貨稿用 トエ 。電

話交換室主え 1 階エハラジオ テレト - f! 迭常設備ヲ設 P 、全階蒸然媛房設

備 ヲ設ケ給水衛生設溺等最高水準ノモ/ 使用ス。

i'! .t産 宣



工 事 概 要

事者塗 主 体 鍛 筋 コ ン クリ ー トj圭2 階 建

外 装 色 モ ノレダノレ掻 落 し仕 上 内 装 和 風

数寄屋造一部洋室 面積 1 階 121. ｾ ｾ坪

延 ｾＷＹＮ 07坪 平 面図説 明 1 階。3 閑 岡 崎 棺 舘

4. ｾＩ＼ ー ノレ ｦｩＮ 談話 室 ｇ Ｎ 客間 ￭ JjJ，' ，場 V 可 ・ ー - 一-

S 仲居修室 9. 酉E

'

l持室 ] ( 1. 問房 11・ 下関市埋浦向殉陀寺田T

主人室 12. 内 玄 関 口 ;硲室 2階。

]  居者間 E 舞 台 ( 次/ 問) ; ) 客室

4. ホ ー ノレ 5. 酉Eili' ，'室 G 女中室 I . 物 入 設 計1i1!工 大 林 組

3 階。 ] .和 風 客 室 ? 洋風客室 日洋室

4 配Ih"'i室 5. 物 入 G. パ J レコン 7 摩 上



卒 和 大 橋 勾 欄

設 計 150 m N oョuchi

施 工

事主 設 省 斑 聖堂

報提 要

卒 和 大 橋 会 長 l' 5_ 5  f，米

rt 1  f > _ 米

商 卒 和 大 橋 全 長 101. !J 0 米

巾 1 f > . 米

卒 荊 ! 大 橋 西 平 和 大 橋



虞! 誌の平和大橋勾欄ど慰霊碑の設計不採用問湿について

( ; j ; しカZ き

かねて広Jゐ色物として 、市の中央部平和記念公園両側I j

にｾｾかる平和人‘織の勾側主都は急がれていたが、この経

完成した。この勾ｼ悶の設計りＺ、ｼ仕界的 ｾ ｉｊ ［ 亥 ｉｊ 家で ‘ ある、ィ

サム野口氏の設iil になゐもので、{ 1 主の設計発表以来その

ｾＺｲｬ が、今宮での勾 Ｑ 間の概念にない、哲学自 Ｔ 描間感覚 、

英術であるだけに、市民の関心も 、叉大きくその完成が

待たれていたものでL る。叉最近に歪りエf L 豹j 公園内に建

つ慰 ｾｪ 容の設昔ｼに凶し‘イサムＡ野口氏に依頼されていた

と云ふ、設計が不採別になり . 依頼者と設計者との聞

に、複雑な問題カ: 生じ 、 1世間! の注目寸るところとなっ

た。以下はこのごつの問! 訟をR b : べるものである。

1  広島平和大橋勾欄の被昔十について

くイ〉平和大儒及百平和大織の概要

242備の位僚は '. 広島市市内を流れる 7 7-ドの術流Jがや失

事? 流れる . je!f'.eJIJ と本川に狭去る、中島地区の先端で、

広島平和記 念 公園白 ￭ｊ 桁函 る 、Ｑｦ稿Ａ大通り〈この道 ｾ Ｎ ｉｈ 士東

方の比治山より西方に、 - j 度線己裂にー毛る巾員百メート

ル道路〉に梨る両摘で、平和記念公闘の、J I ! の僑は平和

大橋と称し、元安川に狼かか. 四の僑は本川に架るもの

で、西平和大備と名命せられた。

起工は昭 ｾＱＲＵ 年 ＱＱ 月 Ｒ 日、阿部王手 Ｙ 月 ＲＰ 日に挨工した

もので、工事: は両僑で、 8.3， 45U，OOU万円、; l t の{ 也勾欄及び

蛾土工事が 20，000， OUO万円この内勾欄工事費 4，56'1，000

万円となって居り、勾欄jの総延長は 423 メ { トルであ

る。平和大橋は株式会社松村組、西平和悔は株式会社7 K

野組で施工したものである。両橋の| 常造は鋼鉄桁憾で、

平和大織の長さけ 85. 55 メ{ ト11.- 4 スパゾ、幅員は15 メ

ートル、商s ] l 和大織の長制士101. 90メートル 5 スパゾ、

幅 員15メートル で、子主羽をは弁筒基礎工法でもあり、木工事:

は建設省中国四国建設局工務部で、設計白1f，(f 1者のものでも

る。この工事は広島市長が同局に設針。より工事管理一切

委嘱したものである。

〈ロ〉憾の名前について

憾の名称も新らし くしたいと言号、市理事者の考へか

ら、両橋と百米道路の名前位、懸賞募集することにな

り 募集の結果'J. ，応募したも の14，6人で、審査委員会

に於て公平なる審議乃結果、% ず包前の候補にあがった

ものは、来の橋〈旧名新大崎〉には、西平和大橋、s ] l 和

備、腕僑、おけぼの崎、大平崎等で、四の僑〈旧名新大

崎〉には、西平和大崎、平和筒、西大橋、平安崎等がt泉

州とし-c取りあげられ' . 叉百米道路には、. l J 7 . 和大通り、

平和記念道路、中央通句等カ :(1炭備にあがり、これらの中

吉回 良日

からllb簸によって、下記の通り決定せられ、入選者にf-:J:

それぞれ金 3，OUO円ヵ: 贈呈された。

Ｊの俄］平和大橋 、 ｾｩ の矯］四平和大儒

百米通 ｅ 弁］平ｾ司Ａ大通り

〈ハ〉設計の理念について

この設立| 乃理念については、若々 はどれ京での備の勾

側や、親柱の概念、よ句はるかに出if変な、哲学的造形感覚

書f 持った、芸術作品であるために' . その設計理念のf ，盟解

にi士、難鰐であるから .;f;L、の主続的な' f 批判は、出来得

るJlD . り避けたいと考へる、それで以下町，口イ サム氏か

ら、広島市長に宛てた、も翰を往jlj 姐署ナると. 共に、新

聞記者の鋭い感覚によって、新聞に発表された記事も大

いに参考となるであろう。

1951年 9 月18 日

ニューヨーク市西第57番街11雪

い さ む 野 口

広 烏 市 長 浜 井 信 三 殿

唯今、l ) ｦ｝ ＳＰ 日付寅 ｾￎ 有姉 〈 拝受激しました、私が御

送り申しました橋欄の意匠が御気に召 しました自 で大

変嬉しく存じます。お問合せのご. 矯架の命名について申

し上げま寸と、

機附l設計の| 際、私は東の備は、

建設の理念… ・ ROち新たに自己の生活を建設する者の特

に再建広島の理念、ーを伝えるものと寸べきであると考え

て居りました、従って私は建設合意味する名前をその橋

に付けたいと存じます、日 本語では 「作る」に当る かと

信じま寸。西方の山にi留する方の橋はその形が何か船に

似た所でも句、出向世の理念一即ち「人生よさらば」広島ー

がその記念、となった悲劇1 ) 経験よ 、さ らばといちことを

伝えるべきものと考えま寸。

従って此の橋には離別の理念を以て命名すベ 〈日本語

では「行く」にあたりましょう。

註「造る」と「去る」という実も有りまずがどちらか

いい方々御決め下さい、者し私の提案しま すこれ らの名

前や御考慮.いただけましたら甚だ光栄と存じます。

織の建設が鮮速に進渉して居り、 10月中に私が再び広

島を紡れます| 努には. 殆ど完成した姿を見られるかも知

れないと承句縛しく存じます。云云

何てしよう 刷日新聞記事 ( 3 月19 日〉

「広島発」和船のヘサキを恩わせる欄干の先端にでか

い半円球をくつつけた奇想天外の備が「原爆広島」のピ

ースセゾターに努を現した。これは「哲学自〈】造形感覚」

で有名な、国際的;彰刻家イサム聖子口氏がデゲイ γ した。
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たくましく笑えんでいる姿の様相であるとも見える。

西の僚〈西平和大橋〉の理念に於ては、勾側の形が紛

の竜骨に似ており出離の理念を表現したもので、出離と

は煩悩叉は苦界をいで離れることでるる。 r人生よさら

ば」はこの出織の意味の中に含まれると解したが妥当で

あ旬 、日本語の「行 <J でるる「行 <J は去って帰らな

いの意である、織の全体が船の形に似ている と言ふこと

は出離、即ち、広島が原爆で受けた悲劇の苦悩は、この

船に乗って西方のかなたに去って帰らない「ノー・そ{

ア・ヒロシマズ」の意にも通じる。

イサム野口の芸術観は「新しい芸術家は、者附計閥、集

団計画と密療に関連 して作品を作 らねばならない。しか

し都市計画、集団計画の線に沿うて発展 して行く 新建築

はもはや装飾を必要としなくなった。過古の装飾的買物

としての彫刻は必要でなくなってしまった。それは全く

正しいことである。しかし彫刻は建築と完全一件となっ

て、建築が{ 乍る空間を造形的に一層有意義にすることが

出来る筈でるる。天井も床も彫刻lであり得るので・ある。

そして彫刻家は建築家と協力して、建築をそして彫刻lを

一層高度の芸術に高めなければならない」と云ふのであ

る。こう云う目で彼の作品を凡て行くと平和大憾の作品

の意味カど削って来る。四月六 日広島市を野口氏と共に訪

れた、山口淑子さんは「野口の矯は立派にできているの

で総きました、主人の仕事をほめるのは変ですが、シン

プルな、なかにす鮮なものを感じました、あの僚を広島

の人はどう思っていられるかしら」と諮ったと言うこと

であるが、橋の設計が奇想天外で斬新なものだけに心国

の意味をもらしたのであろうか?

〈ニ〉平和大橋勾側のデザイン同意について

昭和26年 8 月7 日広島市議会に於て、同橋勾欄の設言|

並設計料が問閣となり 、同問題は妥負附託ということに

なったので 8 月8 日建設委員会を聞き同問題を審議決定

することになった、議越は第九十八号議案備梁工事施工

に関する同意と言ういかめしい議勉であるが、内容は野

口イサム氏の設計を採用するに当って市長のとった態度

である、護員会は委員 9 名理事者側11名の出席のもとに

開会せられた、市議会及特別委員会に於て設計の問題が

かくも侠電に論議せられたことは滅多にないことであ

る、苦々技術者としては深い感心を持ったのも当然のこ

とである。問委員会。討論の模様は大休次の如きもので

ｾった 。

先ず子芸員長から市理事者の立任者〈建設局長〉に野口

イサム氏に設計依嘱までの経過の説明を求められた、建

設局長は同氏設計図を提示 してこれまでの経j幽乞説附し

た。 A 議員猛然立って「市長が事前に畿会に相談するこ

となく、市も芸術価値のみより実用性も等闘に附したこ

とは誠に遺憾である、かりそめにも広島復興のピースセ

ンターでらるこの両憾に対し亡市長のとった措置は余り

にも綜卒ではないか。1 二三の委員の市長の答弁を求め

る芦るって、委員長「市長の責任ある答弁を要求する」

と市長の出向を求めた。数分の後市長出席あって次の如

き答弁が繰り返された。市長「芙術価値の批判はいろい

ろあると思うが、今後広島は日本の広島であると共に IU:

界の広島でるる。世界各地から観光客もどしど し来るこ

とでもあるから広島の名物となると考えたのでー回ド共野

口氏の設計を用い度い。この設計に関しては、建設省広

島地方建設局と相談 したが地建と しても野口氏の設計に

は賛成でるる。J A 委員「市長が市議会に相談なく取決

めたということはどこまでも遺憾であるが、市長が広島

復興のために祉をかけてやったと言ろのなら審議の態度

も巡ってくると思ふ。」 市長これに答えて「地主主も野口

氏の設計に対して快諸して居り、自分としても結構なこ

とであると恩ひ野口氏に依頼した。また広島建設委員会

〈中央に市長の議問機関として広島平和記念、都市建設専

門委員会が設置せられ委員長は飯沼ー省が就任〉の寄附

は一応木市の予算化して支出すべきものと考え今回の提

案した次第でるる。急を主要したので市会に治ることが出

来なかったことは残念であるが、勿論自分の資任に於て

施工する考えであるJ A 委員 「事後に於て押しつけるよ

うなことをせず、将来は事前に市議会に相談せられ度

い、街設計図を見ると甚だ安全性を欠くように思われる

がどうか」市長「手芸術価値を優先させるべきことには自

分も同感であるが、安全性についても心配はないと考え

る、またかりに野口氏の設計そ採用しないにしても謝礼

は贈らねばならない。J B 委員「市夜会が否決すれば、道

義の問題が生ずる、然し市長が独断で決定したことは誠

に遺憾でるるJ A 委員「この問題は50万円の委託設計料

金の高下合云うものではなL 、。市長は市議会運蛍の乱議

所誤っている。この問題は全員協議会合開催して処置た

講じたが宜い」委員長機事? 見て「採決したいと思う 」と

" ぬればA 委員「採決に反対するものではないが自分は係

決には加わらないJ C 委員「地建の最高責任者の意見を

徴してはどうか」これに建設局長答えて「地建の意見を

徴しても芸芸術的価値については答弁できにくいと思う」

市長「設計の突施に当つては構造上の安全性を充分検討

するJ B 委員「 ζ れで委員会として審議はつくされた

と恩号ので、この辺で結論を出されてはどうかJ C 委員

「本会議で問題委員会附託となった問題であるから結論

を出して、委員長報告されてその際兵筑があれば修正す

ることも出来る ｊｾ 員長「それでは討論もＱＮＱ Ｑ 俊したよう

に思われるから結論を出し度L 、」二三賛成の声あって、

委員長「市長を信頼して原案を承認したいと思うが、将

来に於てはかかる紛糾の起らぬよう市議会に相談せられ

るよう裳蓋したい、 50万円は貧重な寄附であるから芸術

的には勿論のこと実用的且つ安全性についても市長が絶

対の責任を持つ ζ 施工せられるよう、以上希望事項を附
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して原案を承認すること決 して異議はないか」異議なし と思う。

の声るって異議なく決定された。 これで理事者側もほっ くロコ慰留碑の概要

と一安心したところであるが、まだこの外に野口氏とは 広島市では兼ねて平和記念公園内に、原蟻で倒れた人

如何なる経歴を有する人か、 50万円の設計斜は従来の設 々の容を慰め平和の祈をこめる、戦災犠牲者慰霊碑の建

吉十羽に比しては高価ではないか、叉野口氏芸術とは三角 立を計画 し、こ の設計を東大第一工学部助教授丹下健三

やら丸いものを造る芸術家ではないか。かかる芸術が広 氏〈平和記念公園建設設計の入選者である〉に依頼した

島人に理解出来るものがあるか、懸賞募集をしたらどう もので、設計者の丹下氏は、日本古代の住宅を表わす

か、等色々の質問が発せられたように聞いているが異議 ハニワ土緑からヒントを得て設計されたものーで、 高 さ

なく決定したことは、広島市のためにも野口氏のために 印 c m、11m四方の基壇の中央に巾6. 5 メートル、奥行二6 m

も誠に宰であった。かくして市議会本会議には委員長の 高さ 5 mのハニワ型の家を造 り、その内部に原爆死亡者

報告通り 可決されたのである。こ の設計問題に対 して市 の過去帳をまつ る宣伝寝台を安置するようになっている。

長及市議会のとった態度は突に立派なも のでもる。市議 叉基盤の周囲は御影石銀り で上部笠石は同じく御影石積

会に相談な しに市長が独l析で決定したことは宜 しくない み、基績の上部は玉砂利を散布 し、 鉄筋コンク リート打

が、広島市復興のためにかくすることが最善であると信 放 しの慰霊碑の表面は、木村の木目を浮出させ日本建築

じてやったことには、吾々も賛成する叉市長としても独 の木の心を表わ した風雅なも のである、工授は 300 万円

i析でなしたことは良くはないが、時聞の制1¥良上止むそ得 で施工は大林組と契約済みで目下着工しつつあるもので

なかったと して、 事後ではあるが市会仁諮って円満に可 ある。

決せられたことは、誠にたのも しき ことである。 ゃっ 野口氏のデずイ ゾ不採用経過

2. 広島慰霊碑殻計不採用問題について 4月7 日突然凝をあらわした野口イサム夫妻の今度の来

〈イコイサム野 口氏宍妻広島に来る 広は、広島市平和記念公園の慰霊碑は丹下助教授の設計

4 月 7 日午前11時頃制支所の市長室前は突然の黒山の によって工事に前: せられると聞き、その以前に野口氏

人だかり笹類を運ぶ女事務員も歩符週雄の慢である、こ は市長から同例の設計事f 依頼 されて設計 したにもかかわ

れは国綴結婚で話題をにぎわした、 t世界的修刻家イサム らず丹下氏のものを採用して野口氏の設計は攻止めとな

野口氏と山口淑子さんで突然広島市役所を訪れ、今夫妻 った。 r払の立場はどうなるか」と松本代議士を通じて

は浜井市長と平和記念公圏内に建つ建号室樽設計不採用問 広島市長にス テートメントを送っていたが、野口氏とし

題について懇談中である。元李香蘭で売り出 した山口 淑 ても 、これにつき理解の出来ないも のがあり 、市長と直綾

子きんを見ょうとの人だかりである、市長室から出て来 にこの点につき話合をするために来広したも のである。

た野口夫妻も驚いたこ とであろう、野口氏は薄緑色の背 これについてはこう云う事情がある、鼠建碑は平和記

広をスマートに着こなし如何にも彫刻家ら しい態度であ 念公園内に建設するものであるから、平和記念公園の設

る。山口さんのその日の衣裳は和洋折衷の日本服と云つ 計者であり会圏内の施設全体が指導立場にある丹下氏に

た感じ、着物は柿色、わき明けのない元織まがいの短か 依頼するのが市としても都合が良〈艮道義的で もある。

い袖、叉あげのないつい丈で、羽織は黒色日本のハ ツヒ・ 平和大僑のときデザィ γ についても問題になった事実も

のように短か〈 、常に銀色無地で腰に ぐるりとー廻しに あ旬 、万一不採用に なった時はお互に不愉快な問題にな

右脇の方でジッパーで締めた新発明なもの、髪は軟かい らぬとも限らないし、叉予算運蛍上の関係等もらって丹

ふわりとしたパ ーマをかけ、かがとの上ったふえると草 下氏に依頼することにしたもので、丹下氏から野口氏に

履に小関な体を乗せて出て来・た、この静物のデグイゾは 依頼することは丹下氏の自由である、この前、平和記念

云うまでもなく野口氏の設計 したも のである。 館の設計も丹下氏の設計したものでるるが、構造計算は

この服装でアメリカからロ ーマ、 パリ戸、東京への世 東大教授の松下消夫博土に丹下氏から依頼して構造計算

界一周したと云 う名代の着物であろう 。大へん横道には はなされたものである。今回の場合も丹下氏から野口氏

いったが、これも野口氏の至芸術であるから参考になろう に依願しても何等矛盾はないはずである、このととは野
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口氏も 丹下氏も 良〈 了解のあったはづである。併 し遺憾

なこ とは星野口 氏こ の一 月に設計図を市に送られ、これを

建設省に提示 し街広島平和記念都市建設専門委員会に治

ったと ころ審査の結果両方から野口氏の設計は抽象的で

設計理念の理解に図難である と云う理由から巧ヲ長用にな

った、この聞に於て野口 氏は外国人であるから方q求用に

したと か云う ことが云われている、正否の程は判らない

が、この点野口氏 としても理解に苦む ところであり 、遺

憾なことである。野口氏談に よれば「この設計は自分が

浜弁市長から貰接頼のまれたもので自分は枇界で初の原

燥をうけた広島市民が永遠の平和をもf喰しているのに強

く心をうたれ、f封4 界の広島に立派な慰霊1 i 卑を建てること

は芸芸術家として 、これ以上の名誉はないとの感激にもえ

心身を打込みしかも無報酬でこの設計ーを完了 した。建設

委員会が私の設計不採用にした一つの理由に私が外国人

でiあることがあげられていると聞いた。また丹下氏の新

しい設計{ 士自分の構想をもとにヒシ トを得たように思

う。主幹に外国人であるからとの理由だけなら絶対納得で

きないし 、 イ法長用になった理由が開示されない ｉｾ 艮り芸術

家として、だまっているわけには行かなL 、。 この気持は

市民の方にもわかってもらえると思う。しか し私の設引

が、いけなければ修正もするし、私( i f t下氏と協力 して

もよい、また私の名前が全く出なくともかまはないと考

えているり と云っており叉これに対し浜井市長は「設

計・は) ' }下氏に依頼 したものであり 、このことは野口氏 も

承知のはずで、丹下氏が野口氏の教えをこわれることは

肉由であり 、私個人としては野口氏のような枇界的彫刻

家の設計で慰霊例が完成すれば市としても名営なことと

思っていた。委長会で不採用になったのはあまりアイデ

イアが高〈秀れていると云うのが理由・G I : i 本人でないか

らと云うようなことは全然聞いていない、問題( t . 野 U 氏

の設計が建設委員会で拒否され、急を援するため丹下氏

が設計しそれが建設委員会のパスすところとなった、そ

の聞の事が両氏の間Ｎｾうまく連絡がとれなかったところ

にあるようだ、野口氏には大へん気の rtil こ思うが、今は

汁下氏り設計が市会" r : 通過し、言占負契約も済んで既にエ

コ ｬｾ に ｦｦｩ 手しているので 、 今夏 ｅ ら変更ＨｴＮＭＨきない 、 Ｘ 月 Ｖ 日

の民{ 燦記念日にはこの仰の商I fG慰包祭を執行することに

なっている。叉某氏i土} 'f下氏の立場をこう言寄った「丹下

東京邸中央: g : 現壇l l l . 6丁目木鈍1I1: "' Jt. II U百銀! ! & (57)  3744  

氏は建設委員 と野 口氏の聞にはいり図っているだろう 。

また設計についても平和記念公園の全体から見て、野 口

氏の設昔|のブJ が全体に良〈 マッチ している よう に感じら

れる、丹下氏と しても短期 日内の設計でよく構想を練る

時間( i なかったであろう。丹下氏と して誠に気の綴な立

場でらる」

またこの問題が 4 月11 日の広島市綴会に於てとり上げ

られ、 1、2. 1 ) 部員から市長にドのような質問があった、

6 日付朝円 、毎日 、中国持l(1こぬ，l J された、慰霊{ 凡訴十の

問題で1 I f : f 口氏と市長心対決，;己ヰH i W，要員影緋多大' Gある

が、これについて最高三J任者はだれでもるか、専門委員

会〈平和記念都市建設専門委員会のこと〉なるものの性

絡は、慰霊{ 砕は公園の附属物か、松本代議土を通じて折

衝を行ったというが事災であるか、外国人であるから断

ったというのは事突であるか等の質問に対し、浜+1' 市長

は平和都市建: 没の責任者は市長である。工専字f"

長のd治終門機凶で主あ〉る。慰霊仰は公闘の 附凶物であり 、同

公闘の設晋同十C ある丹下氏に慰霊碑r没;;H:: 依頼した。野

臼氏は自分の l館十を生か したいと』思い松本れ菰土に相談

したそうだが、私は同代議土に事情を説明したところ同

氏も了解した、野口氏の設言| が担否されたのは彼が外国

人' ( : : あるから明主なく 、彼の設計が余りにも知似すぎる

という理由だった、この問題に関しては国際的問題は別

として私と野口氏との問題は解決 したと思う 、 とili ペた

む す び

さて今回の平和大橋の設計と云ひ、慰霊碑の設計と云

ひ、世間に一大セY セ { シヨY をJ包した設計はおそらく

これまでにはないこどであろう 、平和大橋( / ) 設言| ・は災に

大胆で 、 しかし広島の混念の心理的効果をねらった作品

はこれま. ( : : にないと言って過言でないと思う 、また野口

氏の表現力の成大さには感服するとともに、この設計を

採J t I した広島市長の芸術的盤解のある ことも 、また台々

は敬服するものである。

11' 1  ［ｪ， ｩｾ ｪＧＩ ｴ の問題で野口氏の設計が建設委員会で担否せら

れたとしても 、奇特なことには平和大織の勾欄{士既報心

如く完成し、野口氏の設計が発表されて以来市民間には

あれほど設計理念、が難解とされたにもかかわらず未だ: 広

いと云う批判を聞かないこと' ( : : ある。しかし今後付こ /)
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虞島平和記念陳列館を施工して

橋 本 定

この建物ば被爆中心点と目される元産業奨励餓被爆鉄骨ド{ ム中心より市の中央を東西に走る 100m道路に対し直

角に霊f燥を卸した線を建物の中央とし道路より 6U m後退して建設されている更に建物より 135m後退して記念碑治活d

寵されているそのため見通 し宏可能にし耐震性を得るために第→皆は近代的なピロッテイで支えられた重構造であ

り芙の上に二階の万立とイ喋からなる緩構造が置かれ耐震的考慮がば らわれており二階方立高さ 6. 122mの聞から射

す直射はコゾタリートのル{ パーに依り調節されている之等建物の外観は→皆兵型12本の柱と 8本の角柱とからなる

ア{ ケードと共に凡てコゾグリートの打威しであるため型枠とコゾグリー トに対しては特に入念な注意カ功Aわれた

芙の主要な点は

型枠 板巾 .4' 厚 . 08' ; 本実プ レーナーかけ。桟木厚.1' 骨板1'. 問。 腹起. 35 角 3' 間曲面模締め。締付12

mm
併。

型枠面跨当り大工手間
2. 64人釘200匁建物延坪当りの型枠材は 2. 12石を使用した施工季節が酷暑の頃であったため型

枠の際聞を防ぐためコゾグリート打込前12時間位散水し特に型枠離脱材は使用しなかった。

コンクリート 使用セ メゾトは早期強度を得石ため宇都超高級セ メゾトを使用した英の強度( 士第 1表の如きセメ

シト強度試験結果に依り数底の調合比の供試体の試験の結果第 2 表のものを採用することとした。

1. 混和時間は最終材投入後3分間。 2 使用ミキサー 14
s

0
3. メイプレーターはフレキシフツレ2台。 4. 打込速度

毎時高さ 6()Con水平とし1 日の打込iまは約 6 立坪と制限 した。打込みは落下分離を防ぐため筒型ジュー・トによりなきた

ため A E剤を使用しなかった治結果より見てやはり A E剤は使用すべきでるったと思われる。

硬化熱 1階呉型柱12本は夫々 l新商2. お m、- 2. 43
111

' 体積15. Ｕｭ ｾ ＭＱＶ Ｑｬｬ ＳＱ こして共に大きく且 つコゾクリートの早期

強度を得るため粉末度の高い早強性セメゾトを使用したので打終後相当の硬化黙が起る事が予想された然も表面打

抜し仕上げでゐるため硬化黙による表面亀裂の生ずることを警戒し之の測定と防止方法を考えた1111ち宰なことに( i

各柱の大休中央部に雨水排水用ヒユーム管が翻置されていたのでこの中へ混度計を挿入し 12時間毎に測定して次の

結果を得た。昭豹126年7月31 日。 m裂防止処置としては各管内にホ【スにて水を流し内部より冷却すると共に外部よ

り絶えず↑ 放水し測定結果にに依り一週間継続した現在但裂は生じていないから或る程度の効果は認められる。

綴要。 起工、昭和26. 3. 22。竣工、昭和27. 1. 31。場所、 広島市中島公関内、建築面積、 1395m

2

延ペ面積、

2484m2
軒高13. 2 2 m構造鉄筋コ: / { / リート 造二階建〈中三階付き〉設計監督、丹下健三計画研究所、広

島市役目戸。 施 工 、 大 林 組 。 ( 筆 者 大 林 組 広 島 支 庖 工 務 課 長 〉
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ヒ ロ も/ てず

コ日

{史 歩

柴 回 膏 現

ヒロジマ 、この片仮名の四文字は今や世界的な文字となっている。戦前の広島( 士、七つの消流と 、緑の山々に図れ

たテソレタの者jl として、その独特の風致そ誇っていたものの 、かの一閃に依り文字通りの廃跡と 化 して しまったのであ

る。何時か立ったピルの屋上のらの場所に再び立って見た。られから七年余… ・・

70余年聞は草木も生えぬと云われた街も 、広島を訪れる人をして鴬喚せしめるに尤も御世辞もあるだろろが〉程に

復興して来たのである。実際あの時を知って居るものには今日の姿は想像だに仕得なかったのでらる。

限を廻らせば広々と整理された道路( ' 1 縦横に伸び、苦の績了小路を想い出す様な処はどこにもなし、。僅か乍ら外国

車も走っている。速くの港に( ' 1 大きな船が長L 煙の尾を51いている。街には色とりどりの商庄がヨケー立主び、道行〈人々

の服装( ま朗るい。山や河は昔のままに横わってい る。

何だかこう考えて来ると近代文化者jl 市広烏が出来上りそうである。 C? ) まことに楽しいかなでーある。余り熔しく

ならない内にと、鼻のかけた階段をエレベ ーターの有難さを感じ乍ら八階分、息を切らして外に出る。

中国地方の首都と秘するには余りにひどい凸I ! ! . I : 道を行くと 、美しい管の間活( i 何れも fi J i かく して尻かくさず ・ーの

如く、叉住宅は皆くたびれた儀な恰好をしている。と云う私( i 口が思いのだろうか? 何か' C競んだがあの映闘 「摩

天機」の主人公が若し広島に居たら全部隊破寸るであろうとーーもっと何んとかならないのだろうかと歯がゆくなる

住宅と( 主人聞の「すまい」である。 rすむ」と云う事l士、やすみ u そして H いこい 11 11 たのしむ ρ ところに他なら

ない。 H たのしむ H どころか雨露をしのぐのが住宅でるると云わんばかりである。

決して金のかかる家を建てろと云ろので('1なL 、。金の高い、安い、と家の良思しは別問題だ。貧し〈ともカーテゾ

一枚にも抑 入の 隅にも ￬｢ｾ ぃ人 ｉ｢ｬｬ へ の心づかいがな されてこそ亥 ー にそ れが人 の 「すま ｌ 、」となる のである 。それ が人々

の生活をより高め家族団然、朗日への勤労の糧になるのである。そこに我々建築家の夢があり希望があるのである。

H  建築をヒユーマナイズする ｕ これこそ我々の使 ｾであ り義務 であるのだ 。 なんて余計な事を考えている山に平和

記念皇堂の前に:)r. った。

力強いコ: / ポジジヨゾと 次に鋒ゆる 18υ 尺余の絡に光ず圧倒さ れるの側で誰かがささやいている。 「これ丈のボ リ

ュームがあったらなあ」 と。 H 日本的なもの 1/ . .... .淡い祖国への変踏を、ありったけの情裂を傾けて描き上げた村野

氏の作品は素朴仁素材手法から来る〉そのものの中から発散する宗教的雰囲気に見るものをして深い敬皮の念を抱か

せるであろう。

原爆に散った十数万の貸し、ｾを慰めると共に市民のひたむきな平和欲求のシゾポルとしてゐの高い塔Ｚから流れる錨

の音の一日も早からん事を祈り乍らたくましい建設の響きを後にする。

w . て次は、と考えるまでもなく平和艶念陳列館へと歩みを進める。

平和記念公園とは未だ名ばかりの荒れた広場の中に見える見える、ー一一悠然たる C?) その演が… - 近寄って見て

先ずあの巨大な一階の柱に度胆を抜かれるのも私だけだはあるまい。中まで全部コゾグリ ートなのかと近寄って叩い

て見たい様な気がする。くにゃくにやした隅柱は流E期生を与えるのだカイ可だか知らないが子供の鬼プヅコには持って

z j ! 和アパー ト 野 信 連 ピ ， .
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A B C C  鰐{ 戸建ピ 1'- 卒 和 大 縫 勾 欄

来いの場所の様 -CO' J oる。

更に 2 階7 ) 6 米70余り垂l削こ並んだ万立を所定の厚みを得る為にコツリコツリとはつっているのを見て若いものが

そばで「はは・… ーやろうと思えばどんな事だって出来るんだなあーJ I なまじっか現場なんか知らない方カ窃気がん

って良いよ」等と話しているのそ聞いて私( t . 苦笑を押え切れなかった。

「若し俺が大臣だったらあんな不経済なものは建て させない。J と云った設かの言葉を思い出しながら必い足元に

洋服を気遣いながら陳列館に眼を告げた私の頭の中には只「ピックリした」のー誇丈が浅っていた。

この記念館の前に例のイサム氏御自慢の高側を付けた東と西の両平和大限がある。東の蓮の笑がE貞を上げた織なの

が「向上」を意味し西の二本の丸僚が地中に. I : l I l れているのが悲哀を意味するのだそう万忘る。

何はともあれ、イサム氏。気高いくつ〉芸術には一応の敬意を表するものと し、一介の建築家としての立1劾から御

意見申 し上げ度L 、。と云うのは特に西平和大崎ω悲哉の方の手間と梼床との接函が丸くなっているのはどんなもので

しょう。手閣に寄り掛って恋を誇る二人は足が滑って許可中へ真逆さまに…・・。と云う事: にはならないでしょうか。

鋭柱の根元も近くを歩く人がつまづいて伝ぶであろ号し、叉悲しそうにく? ) 地中に頭を突込んでいる二本の丸い

手熔は子供の滑り篠にでもなりそうである。若し過って河の ｾｉ へでも務っこったら大変で 「 滑るのが惑い 」 では済ま

されない問題である。

ここまで歩いて来たら凡るべきを見たと云う安心感と飛び廻った疲れとが一緒になって、飛行場へでも行った様な

百米道路の草むらにどっかりと尻を落した。 く筆者 白土建築事務所長〉

松 江 の 観 光 芝 菅 田 庵

文豪ラ 7 カデイオ ・ハーゾをして東洋・ J ) ジュ ネープと

まで讃美せしめた山 ｩｾη 下 著者 協佼江は人口ｻｴｬ ｬ か Ｘ 万の小都

市ながら地方行政、教育1) 中心である。 座長' l ) 昔姻尾吉

晴によって築かれた松江城はその後松平底政信汁| より移

封されて18万 6 千石の城下町としてその偉容を誇った松

江は普く文人墨客によって紹介されているが、今回中国

号刊行 .J) 好機に貴重な紙閣の割愛を願って、必江1え脊困

ｲ ｾ を中心とした建築の展望を紹 介い たします。

出雲大社に参拝した多くの人々は車中から簸川平野に

点在する家屋毎に必す' 宅地の西北方に築勉< 1 ) 松〈屋敷の

端にー列に植えた松治家屋の椋より遥かに高〈整然 と刈

られてある〉に疑問を抱くであろう。これはこの地方特

有の強風に備えたものであるカ噌江地方ではこの様な心

12 
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H

配はなく殆んど勾出の緩い黒瓦支の切妥造りで外観は極

めて簡素であるが内部に入れば客室等は名木党用い柑当

の雑作を施 したものもあり叉数寄盤風の雑作には見るべ

きものが多い。屋根D 主義繍瓦は松江附近から産出するも

のであるが意取瓦は比較的優れており 、石ナ1'1瓦は殆ど亦

秘薬瓦で 。あるが黒取bやマゾガゾ瓦もある。これらは永久

的な耐久性のものでその形状も 7 レ: / チ型もあり 県外移

IH( t. 北国向けのものか比較的多いと云う。

松江市は度々の大火に逝過しながらも 、 木村に忠ま

れ、銘〈寄屋風を好むのと因習から耐火建築は極〈少〈公

共，iEに個人商屈を合せても漸く十指を屈するに足る程度

で現在漸く松江電報局と山徐合同銀行本庖の新築工事の

エレ ペ - J l - を見るのは絡しい限りでるる。



さて怯江を制 ｌ［Ｎｾ 答Ｚを楽内するに先ず南北市街を議ぐ絵江 大

備に立って 、来に程近く汽机骨骨 '.1) ノ〈府川合航行するを街呼/ ) 聞

に、 ［琶か ｩ 退く富土にも見まごう出窓ｾｾＮゴブ，季海を 、西 に Ｇｊｈｊ 向， Ｖ

粁 の 宍 道湖を臨 む連山と 手近に ｊｾ える隊 ケ 島は Ｑ 胡聞に総も云わ

れぬ1.'1¥¥怖を添え更に速く石凡三瓶山を望み、北方老松に包まれ

た必江成の背: * ーには日本海/ ) ;)市墜をなす品将司 F島 J ..J j裏山がI } : J ' }f¥

の拠.1 <そびえている。

ｦＮｴｾ江械はここから約 Ｑ 粁 桜ＯＩ名所として名高く、倒等Ｈ主［悔い

が「f のままゆ石燃と涼が残り 、 5 周つノ〈守i矧ノ: >! . j i ; 婆( 主持別であ

る 。 現夜 Ｕ ヶ 年計画で僻体修理工事を行い今軌初組 Ｎｾｌｉ こ到る工

程‘ C 'ibる。建物( : 1: 東西21米82南北18* 18高さ 26米32ふり悦治j寸

{ 士総材を用い、各階の屋狼 と盟主臥との様成による威容は小規模

ながら王手; 越している。叉基礎に受ける軌郊の構造、柱セ始めf十

階の梁府先の構造、桐材を用いた階段の蝕磁のよさ 、凡ーι ゾ'))込

瓦がその形を具にしている態など示唆を与えるものがj bい。

ここから徒歩10分にしてラフ カデイオ・ハ - y ( 小泉八三む

の旧1 & 及その記念館に到る。旧! 計ば士族の家屋で、務完:1'.つある

和室で三方の庭を覚でながら幾多の名交がものされてい乙。 H 己

念館は緩い勾配 J ) 黒疋まま白M 7 ) 建物で遺品や関係留訴が滋さ

れ、| 臼 居 と共に案内人によって自由に参観が出来る。

13 



ここから約 2 粁郊外の菅閏庵は寛政年間松平藩の家老

有沢家の山荘に名君の溢れ高い簿主不際会仁治郷〉の好

みによって営まれたもので、とのー構は昭和 3 年史蹟及

名勝地に昭和16年国宝に指定され昭和22年夏から根本修

理にかかり昭和24年 9 月竣工を見たものである。国宝に

指定されたのは菅田庵、向月 亭及御風呂屋でらって、者:

回}7{f の見学は山荘への通路約 200 米の山道を進めば風雅

な寄棟の門に逮ずる。門外で左に折れて有沢家の玄関に

赴き案内を乞うのであるが、正しい通路は この門を通っ

て楓の馬場、池に沿う道を右折 して外露地にあたる苔む

す坂道を上り御風呂屋と呼ぶ待合に至。旬 、飛石伝いに10

歩許り下って菅困庵露地に達する順路で老樹の校を交え

る闘を経て庵に到るまでは幽遼閑寂の境から席に導〈、

露地と向月亭を建仁寺垣で醐し中門をくぐり庭へ出ると

快潤宏大な民望が現われる対比の効果により一層夫々の

美 しさ を引立てている。向月亭の庭( t低いさつきの刈込

みに阻まれ、豆砂利を! ) J f { きつb た中に飛石を点綴し中央

に短冊形の延段を配す、 のペだんの両側は太い青竹でt l l IJ

して罷石を引締め庭全体の調子を強めている。ここから

は庭前下方斜面に繁る怨縫等の樹木を平たく 刈り込んで

近景を之でさえぎ り、 速く津田の松原、大橋)11の舟憶を

眺め、更に速く出雲宮土の秀峯を絵の如〈望む処、全く

絶景と申すべくこの庭は、端の方の手水鉢及燈竃の近く

以外にはー木- ] まもないのが一層引立たやている。

説話 鰍 箱 屋 根tこ柿葺の闘を廻し謹は四帖

半大目の席で鴨居上に雪川公〈不昧公の舎弟〉の築にな

る向月亭の額が掲げられ、北国に床のI首lその西大目畳に

炉を切り反対側に大きい簡朗な袋戸棚と地袋がある。柱

は面皮付凡てi l i P . i 澗な部材を以てし天井は杉紅竿縁天井大

目上伶竹の縁で低〈張 旬、 腹の低い水板障子の外は短折

の人側で畳の外は小竹を主立ベた軽快な縁を 巡らしてい

る。襖は古色蒼然たる出雲和紙を用い、壁は孔雀の砂壁

でるるが檎 A 堅い感がある。大目畳の背後は茶道口で7.1<

屋に続いて居り水屋は菅田庵と共用になっている。 ※  
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E ・8- ⑤〉φι ⑧ Eムーθ 「

会広皐減言;111ζ 6  

6. 、公②( 2 ) φ ①」

橋 本 秀 夫

「石に落容をする酔狂な者がいるのかね」 とお考えの方

はこれをよく読んで下さ L 、。と云いたいのですが未だ研

究中なのですが、広島県・庁営絡課長古林氏から「落磐石

紋後とは中々商白いではないか、君一つ中間報告の気持

でまとめてみなL 、かね」 と云はれれましたのでここに大

路を述ペる事にし、結果は叉次の機会にゆずる事にしま

す。

1. 繍郷沿Z匿の大略

a. 広島城「百万一心」の旗がはためき中園地方一帯を

なびかせた頃、毛利元就の子輝元は吉田城の交通不便な

ことを患い広〈築城の勝地を奴んでいたが、天I E17年 2

月20日ついに意を決してき回城を出発 し広島五箇庄に来

て今の国前寺に兵をとめ、二葉山、新山、及び己裂の松

山等に登り 附近の土地を見分 し袈笥の 可否を考えたが、

現在の広島城跡ば全〈形勝の地であると決り終に城を移

す ことに し同年 4 月15 目、家臣二宮信濃守仁一説では父

元就のめかけの子と伝えられ る〉を築城奉行と して「鍬

初j の式」をあげ問 19年 4 月吉辰を卜して輝元は吉田城を

出発 し広島城に入れI した。当時毛利郎元の封土120万石、

陰陽両道 8 箆固に跨る一大国主となっていたが、併 し関

ケ原合戦で鶏医方に味方 し敗れたため慶長 5 年家燥のた

め自IJ 封され長州萩に移 され た。輝元

に代 り同年福島E 則は尾張精1' i iより

来広 し芸備両国50万石の大々名であ

り、此地に居る こと 20年間主主の聞大

いに城郭 を修築 したため徳 川幕府の

禁令武家法度〈区長20年〉にふれ奥

州滞穫に改易を命ぜられた。元和 5

年 8 月浅野但馬守長& は福島氏に代

って紀州、| より来て広島城に入り芸術

ｾＲＮＶ 万石を領し子孫伝承すること ＱＲ

世、長勲に至るまで隆年 253年聞を

経て明治維新となった。

毛利輝元{ 土曜そ臣秀吉の玉大家老の一人でもあり叉英の

信任も非常に厚かったため、広島減築城に関 しては秀吉

のふところ刀といわれた熟問如水の指怖をあおぎ共の縄

強も叉彼の計耐にあづかったもので、桃山時代初期の様

式を持った代表的平山城郭 である。

築城こぼれ話に商白い事がし、われているのでこれもつ

いでに述べてみ よう。輝元はも ともと現在の比治山 々頂

に城郭を築く心ｾであったのに黒田如水のずすめに よ り

現在の地に築城したのだが完成も近い或る目 、如 水 が

「これは高松城の様に水攻めに会う 心配がある」と一人

ごとを云ったのを留元が聞き 、彼は大変気分をくさらせ

た、 と云ばれるがこの一説から して織盤戦国時代の世相

らしし、一片を表わしたものでｾると恩わ せ る 。 併 し 茶の

真偽の程Ｈ主不明でｾる 。

b. 徳 山 域

大阪冬夏両陣に戦功を打ち立てた、水野勝成の築堵伝

なる江戸時代初期様式をも っ平山城である。彼は大和郡

山嫌に居たが関ケ原役後徳)11家康 1 ) 命により 、かつて福

島正則の所舗であった備後初i辺に元来1年8月4 日移封され

たが、英の城〈福島丹後守居城〉が屡々落城の不祥のら

ることそきらい新域郭建設をお もい立ち、 自から山野を

かん eんぬん

※ 誉回庵 茅芸入母屋造、l波風の有国f径の陶製丸額( 士

不旅公の筆で、東正面に柿立の上納 を: 没け、左答りに「に

じり口」右側 l ) tqJ l自主に刀掛、雨落近くに蹄路を配してあ

る。南l歯して洞床、松丸太の中柱( 土中阪上に ::，'r. てー震の

問 概 た設け窓ば連子完ｾ ｊｬＯｉＮｬ Ａ￯ｊｊの Ｚｲｹ ヨ前に風炉先 、 Ｑ 肉床の曇 Ｚｭ

窓が bる。亦; 問床心I EI国対壁に丸下地窓が.明けてある。

実井は床の前 悼 縁突 ｊ 宇大目上ｊｪ ￱ 皮Ｈ ， ｴｾ Ｚ ｛ 紋網代 ＨｊＩｾ存天Ｉ 1ーで

せん納の感がるる。穫は古風な('f ＧＱ ， の必、 ｪｾＯＩ 表 ＱＵ ￎＨ二長」、

ｦＡＯ ｊｾ ｲＭ散らし珍らしい趨向のものである。 仁大きい主主! こ附

いても I町内レと恩: Lh る。〉

f卸風呂屋 待合として腰拶仲春jl'C しのr . 11、j {r室 脱 衣

の聞及室隠よりなゐ- tJl h.. 茅五角民造りの建物℃ある。

点 ｾｴ 聞に広い上 附 を廻し背後の万に御風呂場とよぷ蒸風

呂の構、告ICし場及焚口の土問等がむる。土問、飛石の配

り、こ の附近の庭など突によく調和 している 、宗怠の作

にかかると伝えられる。

この他山症としての住宅は相当の規模のものであるが

この一帯の環境とこれら建物との調和が巧みに生かされ

ているのは高〈評怖される所以で、ある。 向 この山荘と指

I l ' ] ' - の聞に不保会が有沢宗意の為に設官「され屡 々 削指した

「明 h 庵」 の茶席もある。 この他小泉八雲旧居から劃丘

き普門院の境内にも公開される相当の茶席がある。

以上 ( i 佼江を訪れて戴く方の為にもと封1: なる稿を企て

たものでおるが特に菅田泌を主としたのは茶室建築のよ

さを仮令 ＱＰ 坪の長屋にも ￯ｾｾ 宿直室にも取入れて狭い処に

もこの機能とゆとりを味わう心構えの惣を念願した所以

でもある。

筒凶商与Z4等t受章な資料を快〈提供して下さった菅田

ｪ 従 てｾ｜ Ｚ監 Ｇ￩Ｑｲ 当られた絵本時男君に深謝 する。

〈筆者鴻A l ! . 組山陰凶5長所長〉
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踏破 し三ケ所の予定地を得た治結局常興寺山を選び幕府の許可を得そ

の地に築域する事に定めた。水野勝成は武勇の溢れ も高〈叉千軍万馬

の中で生れた様な実戦体験者ーでもある ため築城技術にも秀でた老巧 な

る軍学者であった。彼は政治的手腕も ら り、下情に良〈通 じ人心を上

手にあやつる事の出来る人であった、此の僑にあらゆる条件を具備し

た彼は本城の構築に も英の特授を生か し自己の理想する とこ ろの縄張

で以って突現 した城郭である。当城は家臣山中重政を築城奉行とし、

土工の名人と云はれた神谷治部に土工を命じ、元和 6 年「鍬初の式」

をあげた、工事が初め られ るや彼は 白か ら天神山の仮屋に出狼し日夜

工事監督を し常に陣頭指僚にあった。叉彼の外交的社交的の手腕によ

り幕府から石奉行と して旗本戸川土佐守、花房志摩守の二人が築石工

事に助力するために来て日夜莱の労を共に した。併し彼の外交技術( 士

将軍秀忠を動か し築城補助の意味により太閣の桃山、伏見械の並立構の

大半を拝領 した。即ち松の丸、三j吾櫓、Hjjj 形得 、月見櫓、鉄御門、大

手門、多門、秀吉常住の殿館、御湯量生、初 180問、 能災台、続三訟を

解体し海路福山に撤入 し再建した。此の間前後 3 ヶ年でさしもの大工

事が完成した。

2  減享[l 研究の動機と石紋様発見

さきに不鍛院焚銃後の実測に一段落つけ其の時の文献調査から禿吉

大望の 一 端を知った 。 刈｝ち秀吉は当時開軍と戦っている我軍 ω ｊｬｉＮｾ泌を

厳島千畳閣で受け軍務をこらし朝鮮出兵の計画・が終れば馬を馳 りて G

星余の道を経て牛田町不! w 腕まで来て、茶の湯をもよおしたと伝えら

れるが英の日常ス ケー ルの大きな惑には心から感服する。広島城は天

下統ーを ｴｩ 比しとげた秀吉の綴力如水の縄猿になる こ とを知り 、 ぉ ＺＹｊｾ に

対する面白味が心の底からわいて来た。それからは本邦城郭に関する

鴇籍を読みふけり次第に城郭に関心を持つ様になった。 叉実際に: y i 開l

事f手がけてみたくなったので凶標物を手近な広島城ときめ敷地測泣か

ら建物復原までを計画してみると最少限5 ヶ年聞かかる事を知った、そ

れからは広島城天守閣の突測を一人で始めたが何分にも城内の採光は

悪〈銚上戸も閉っていることだし、加えるに戦時中のことだから外部

実測は許可 してもらっていないので主と して室内を実測し叉窓から外

部の様子をみて外形の判定をすることに した。何 しろ一人芝居の潰ij :lir

の事だから作業も思うにまかせず五層に至るまでは延ペ10日位かかっ

たの最後に天守閣最高部小屋裏実測が残ったのだがこれは最後迄実測

出来なかった。J'l il ち長押にかかげてあった皇族方の写真のためであっ

た。当時の教育から して其の写真ーの上に足を置く事がどんなにしても

出来なかったので他の方策を考えたが何れ も失敗 してしまった。そう

して天井衰の突測量も断念 して しまったが其の後まもなく応召がかか

り広島を出発 した。広島は原ヲ爆併を受け灰燈に帰 して しまい私の家

も広島誠実測図も全部燐けて しまった。帰郷後荒れはてた広島城のー

劉に立ち今一度広島城復原を発願 した。 これは再軍備に l笥和し封建的

象徴物の単なる復活を願ったものでもなく叉戦時中私が実測した為の

回顧の念からでもない。併 しながら文化財保存の気持は多分に合 んで

いるが突に 400余年間自然の風雪震雷の猛威にも負けず雌然と鍛えて

いた広島城其の もの の 劃 側、構造的要素のある力感が私をして倒簸

後の今日も街残 された石垣や礎石に しがみつかせたのであろうと思は

れる。

私が戦後突測を再開 したのは広島県工に奉職した年、 〈昭和23年〉

図第

績

第二図

分 銅

第三図

第四図
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左 よ リ マ 、φ 吻 @ 第 五 図

の7 月から25年8 月頃迄の期間で建築科の生徒の手伝によ

り内姻及外姻の突測を大時完成した。向私は大阪城に石

紋織があり武将の労働のあとをしのぶものとして残って

いることを聞き知っていたので実測中も色々と気をくば

旬、広島城にもこれと同様な意味の石紋織が必ずあるだ

ろうと思い実測中も注怠・をしていたのでした。即ち突測

第2年目〈昭和24年) 8月夏休暇の潰Us : 実施中の或る日の

事でした。来る日も来る日も毎日焼け付〈様な天気治初己

くのに百徒逮は毎日震やむに測最そしてくれた。其の日も

本丸の土手で尿食をと句、つかれた手足をグゾと力一杯

延ば し名も知らぬ草 の中からギアギラ光る大ｾをみつめ

ていると胸のあたりから生ぬるい汗がニすじ三すじ背中

のほうに糸を51いて務首l て行〈、何となく夏も深まった

様に思わせた。英の聞もつかれを知らない生徒等はトラ

γ ジツトを使い八丁郷の福屋屋上の方をみたり 、野球場

に向け; l ' t のプレ ート を眼鏡の中からたのしんでいた。食

事をすませた私もむせ返る様な夏草の中で午後の笑測の

計阿を練り返してしまったので、ポツグリ立ち上旬生徒

の雑談の中に溶け込んで昔物語を しているとき下界から

一時のサイレ Y が鳴りひびいて来た。L 、くさ物語も打切

り午後の突測予定地を見渡したが、此の日 は何故か旧浅

野泉西邸機の外堀隅 し櫓取とわ中の工事カ可等に気にかか

ったので真先に現地調査に行くことにした。この土戚の

してあ る土手の上部は土塀で高さ 約1丈、厚さ1 . 5尺- 2.

0 尺伎で、 各所に鉄・倒央間」え弓狭聞を設け般の表面白漆

喰主主、一文字瓦葺の中にどっしりとしたものでるったが

朋治総噺当時と きの藩主浅野長勲が外姻櫓と共にとの土

坊も. 自主的に取こわしたものである。下部の土BI も当時

の新進路にかかるものは取りのぞかれ英の他のものが最

近迄盛っていたものだが、原爆後の都市計画のため外郷

大 会合
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会官官の石垣をとりこわすことになった。業の土縦の大き

さは外部石rn位〈城内からみて〉で内部は勾悶のゆるい

土肢であった。 ｭｬ ちグランドラインからみて下自 ｾＱＱＲＮ 尺 、

上部武者走りは6尺 、高さ8尺のもので、現地調主主に行っ

た当時は土胞の 2/3仲ーまで取りくづしてし、た。天守閣が

( 到演し硯材も塩焼人に売りはらった今回、せめて復原の

手掛りになる何物かがほしくてたまらなかった。併し五

七桐、五三綱の篠様のらる巴瓦を手に入れていたので石

紋様の出現を心待ちにしていたときでした。磁土も石自

に未だ練り付いている石をーっこつと丁寧にみていると

土表から 6 尺伎の所に「三ツ総」絞様がありました。も

う事ここに至ればillUL l : も一時中止だ、道具ーもあづけ午後

は全員で石紋様調室に乗り出した。それから「丸に十の

字J i 鉄扇J i 蛇の目」が発見された。翌日うれしさを

かくして広島県庁の文化保護委員会の故中村氏に報告 し

工事係の石屋にも連絡し英の保存方を依頼した。そうし

て念の為エ ナメ ルを購入 し石絞後を尋ね歩き 14種 類50余

個を発見し: 全部エナメルでマークをした。叉石膏を求め

て英の突形を とって廻った戦が、時中の粗必石膏でるる

ためほとんどこわれてしまった。叉一方エナメルでマ -

P をした石も県庁の役人のいいかげんなことのため 、ほ

とんど市民グラゾド用石垣に使用され、初期計画でらる

突物保存の約束は皆無となった。併し;本丸の一部には今

街昔時の健の石垣が残されそこにも一部残されているの

がせめてものなぐさみだと思ってらきらめる事に した。

3.  石紋様のもつ意義

1) 下級生活者のもっていた英の技術

現在地上から消えさった建造物を復原する為には残さ

れた古瓦も、石垣も叉莱処に刻まれた石綬様も共に築域

技術のなぞを解いてくれる大切な存在となった。再突測

囚

最 高 水 準 品・品 質 優 秀

角 一 耳 ム タ イ ル 特種ゴム床材

角一ビ= ールタイル

〈角一ゴムタイル総代理屈〉

株式会社 コ マ ツ 扇 会

大阪市北区梅ケ校町98 ・字治電ピル前

1I: t話場j l l @1247呑
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を初めた当時は天守閣や表御門等の建築物全体の姿にば

かりこだわり 、それの完成をと思っていたが、戦後色々

な寄殺を読みその感化事f 受け考え方も少 しかわって来た

即ち広島城に してもなる程表向 きは毛利輝元の築城で二

宮信濃守が奪行の佼を持ったのであるが、英の武将の下

で突際に汗を流 して、 ほこりにまみれ不眠不休一生懸命

に働いたのは畿であろう か、 実質的には武将 より 土卒、

庄屋より百姓、町人速である。叉彼等は 日常生活を如何

に してすごし、この大工事に各人は何の様な技術を持っ

て して工事完成えと血の汗を流 したのであろうか等々色

々に下車防皆紋技術者の歩んだ道 と残されたその技術に対

して考が向って行く様になった。

2) 何故石に紋様を刻んだのでるろ ろか。

次に考えさせるのは何故石垣に慎様を刻んだのであろ

うか。叉何を意味するものでるるのか、工事担当者であ

った武将のマ ークでるるのか、英の突例として大阪城で

は「四角の中に丹の文字」は京極丹後守、 「分銅」は沼

尾忠晴、 「蛇の目」は加藤忠広、 「釘貫」は池田忠雄等

々のものであると伝えられてい る。叉労働力のない商人

は寄附金と して一定額の軍資金を労力にかえたのではな

いだろうか、叉工事担当 した職人と云はれた技術者の も

のではなかろうか、想像は想像を生み次第に進展 して行

くが、私とじては先づ武将のものとしてのマークである

と考えた。Rnち武将の紋主主を色々と調査 したが着物に付

ける紋章には比の様な変った紋章は何処にも 見あたらな

かった。併 し最近になって考えついたのが合戦絵巻物を

調べてからの惑でらった。その絵巻物にはあらゆる武将

の戦場に於ける動作がみられるが、ヒゾト となったもの

は莱の背中に差している旗差模様であった、敵味方共遠

方からでもすぐ判定の 出来るこの旗差模様は多忙宏きわ

める工事場にも喜んで利用 した もの と恩われるし叉刻み

建殴省告m第238号

建築基準法施行令〈昭和25年政令第338号〉第110条第

込むに しても簡単明瞭であ り担当者の意図もみたされる

事に なる。その様に して各人は自己の工事区分の完成え

と向ったも のであろ うと考 えられ る。

3) 石材産地 と運搬

次に考えるのは石材の産地と其の運撤方法である。 広

島誠絵図と現在残っている地名からしてみると、築域用

材は何によらず其の大半は町を切り開いた西堂、竹屋の

両賞可によたものであろ 号し叉鳩与部の石材も中々多 〈

見受られ倒綾取こわ し後の今日でも石材の表面に「かき」

の附着 している大き な石を多 くみる。英の産地も南は佐

伯郡五日市方面から北は安佐郡可部町方面にまで及び英

の労力たるや突に莫大な数値になるであろうし、石切技

術にも何かが うかがわれる。

4) 賃 銀 問 題

次に考えられ るのは賃銀問題でるる。主 として土木作

業に従事 したと思はれる百姓の賃金、叉技術者である大

工、左官、石工、屋根工等の殺人は各々イi! J れ位の賃金でー

延べ何人位働いたのか等々の建築生産商の誕問が浮んで

来た。

4. 結 語

これ らをそれぞれ研究 してみれば広島滅を中心とした

建築生産史的なものが生れて来るだろ うし、叉其の副産

物と して一般社会を形造った平民の姿が建築的、経済的

風俗的にもうかがわれて来るのである。現に広島を中心

とした中園地方の民謡も広島被研究の副産物 として私の

手に集められた。此の様に考えてみれば6- 6寸位の大き

さしかない石紋様に も英の持つ意義は突に深大なるもの

となって眼前に浮び上って来るのでるる。

街福山城でみた石模様は 「丸に大J i菱形松葉の中に

)IIJ の模様だった。

〈筆者 広島県皆実高等学校建築科勤務〉

のように定め、補助金の交付を受けようとする者を

募集する

2項第7号の規定に基 き、戸の両国が 日本工業規絡「建築 昭和27年5月20日 重量設大臣 野 田 卯 一

用防火戸の構造及び時貴方法」σI S A1303) に規定す 1. 研 究 題 目

る外周用一級仁D0 1 ) 叉は外周用二級( D0 2コの防火戸 1. 長期雨量計の致良。

に該当する防火戸は同条同項第1号、第2号、第 4 号叉け

第5号に該当する構造の乙種防火戸、戸の屋外商のみが

右の外周期一級( D Ol ) 叉は外周用二級 ( OD2) の防火

戸に該当する防火戸はi司条同項第3号叉り第6 号に該当

する構造、つ乙磁防火戸とそれぞれ| 司等以上の防火性能

を有するものと して指定す る。

fifl 和27年3月22 日 建 設 大 臣 野 田 卯 一

建政省告示第646号

盈限技術研究繍助金交付規則 く昭和26年建設省令第

四号〉第 4 条の規定による昭和27年度の研究題目を次

18 

2 . 洪水翻節根堤における水圧の水門嗣j水弁に関す

る研究。

3. 貯水池建設工事費の配分方式の経済学的研究。

生. 耐流土砂量の測定方法に闘する調査研弁。

5  砂防根漢にかかる応力分布の研・究。

Ｖ Ｎ 欽 ｾｬｧｲ Ｇｴ 目の編方に関する研究 ･

7. 水位遠隔自記装置の適用紙断。

H. 浸水時用流速計の試作研究。

9 . 本邦主要道路の工学的土性図の作製。

〈以下28頁に続< 0)  



建築材料どしての有機硝子 I ア ク リ ラ イ ト 」

鈴 木 広 好

最近建築街材糾として使用される嫌になった有機硝子は戦時中航怨機用風防硝子として旧三菱化成工業株式会むが

大竹工場に其の製造工場を建設した。終戦後新光レイヨゾは某の技術の研究と製造設備の改善により新用途の開拓と

相( 笑て量産に伴ふ生産主主の低価を計り「アグリライト」として市場に版出されたそうして今日で中主各方面の需用がlお

まり家庭に身廻り用品に自動車に航空機に宕板に総ゆるものに使用され某の特兵の性質により建築資材としても肢に

活用される様になった。室内意匠は勿論家具イ怜罪に或は特観照関等に使用され無機硝子には味わえぬ独特の効果を発

即している「アグリライト」は無蜘尚子に比較して某の加工が符易で普通の台銀で自由に切断も出来 「ドリノし」で孔

明けも可能である叉加熱して折曲げる惑も出来る色硝子も好みのものが求めら ねる紫外線 の透過率もｾ・ ｩ ￩Ｎ 良〈且つ破

損する事が治どない。然し飲点としては耐黙度に乏しく庇が付き易い為に高視の場所英の他取扱ひの乱暴な場所には

使用する事が不適でるる。( 況は研磨する lJ f . によって取れる〉

「アタリライト」はアセトゾを主原斜として之に育化ソ{ 〆ぽ鹸メタノール其の他の助剤を使l l l 2 してメタタリル酸

メチルエステノしを合成し此の単畳体仁液体〉に有機過酸化物等の定合促進剤を加えて特種強化硝子の型枠内に鋳込み

積# の工程をへて最後に冷却脱枠のJI 慎序を踏で‘ 固体の定合体メタ グリル酸樹脂〈アタリライ lつを製造する。アタリ

ノL 樹脂阪は凡て平板として生産され其の後に加殺して浪型英の他自由な曲面に製作されるものである。芙の製造工程

及アタ リライト の物理的化学的性質は既に発表されているので省略してここでは某の加工及建築方面の使用に就て少

しく私見を述ベて見たい。今日市販されているアグリライトは最大1 . Mx 2 . M迄のもので之は鋳込みに使用される強

化硝子〈型枠〉の大きさと製造設備に限定される故で将来は別として当分は以上のものは望まれないと思はれる。厚

さは 2. 3. 4. 5. 6粍等最大20粍迄は生産されている色硝子は赤脊黄紫乳白透朗半透朗網目等英の{ 白色彩に就ては以上の

様なものでｾる。

Ｗ ＡＱ リライトは英の性質上係機硝子に比して季節による服ＮＧＱＦ率が街〈為に建築に施工する場合は予め某の膨援とｾ

みた考慮に入れて臨まれた方がよいと思はれる。例えば壁面等貼り付け使用の場合は気温差により膨脹する伸縮に相

当すゐ問地主f 明ける事が望しい目地押ヘジョイナ F 等使用の場合は別と して底目 等の施工に しても充分に膨脹に対す

る逃げ迫を設ける事が必要である叉表面の奈みを少くする為には幾何か周囲を折り曲げて重箱型と したも のを耳元付け

た方が結果として良い様に思はれる。底目板にも「アグ リライト」た使用して某の伸縮縦手を取る事も良〈色採の間

合等考慮すれば| 爵白い効果が湯げられる。何れにしても良〈其の性賀会理解 して某の使途を決定すべきと恩われる。

普通平板は簿い程柔軟であるから大なるものほど表面の歪みが目立ち易〈線機硝子の如き均等の平面は困難であるか

ら或る栂皮の厚さのもの女使用せねばならない。

間仕切等に使用する場合仕浪砲事f 使用する方が極々の商より結果として適切である。浪型に就ては硝子の継目とか

粋との取付けに浪事! なる放の困燥があるが、片面浪型で片面平面の抑仮を作り両面より鉄み「ピス」等で締付け取付

くるも一方法と恩号此の場合押援を金属で作っても叉同様の r7 !I リライト」で作っても良〈英の他にも猶一層良き

取付け方法もらる事と思う。浪型の「ア P リライト」は屋穣天怨用としても最適である。特に浪型スレ戸 トと主主き合

せ使用する場合はスレ【トと窓. ねて「ドリル」で孔開けスレートと同様の施工で充分である。

普通天窓の場合の如〈怨枠や雨押え等不用であって然も雨漏や暴風にも安全である上に耐用度からも経済的である

19 
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芙の他に就ても充分利用価値があるものと信ず。

「アグリライト」は英の歓点でおる耐然度に乏しい故に反商加毒事して加工するに使である( y l lば浪理1アタリライトそ

製作するに平板を約 ＱＰ 分温度 ＱＷＰ Ｐ 位Ｎで加撚割抑止ーし冷却す ，ｾ事によって簡単に造られるものである英の他、具 Ｗ 刊のも

のも同様の方法で造られる 。叉「アタリライト」 は抜荷が向由でｾる色硝子等の「 叶 ｙ ドウイツチ」貼りも出 来るし

「ステ y ドグブス」の様に継ぎ鮎りも自由である。以上の外に「アグ リル」樹脂は光学的に均質で良光の透過率が械

めて良〈。叉アクリ J l- 樹脂の光の屈曲芸事より算出された令反射角は42

0

であるから '12

0

以上の場合は不適である此の織

な樹脂の性質を応用して樹脂商に文字絵画 ｬ 等の彫刻を施せば英の部分の光線が脱去して輝〈機になり彫 ｾｊ の断面が ｖ

型の場合は一番強〈光って見え型のものは或方向に光って見える事になる叉光源に着色する事によって新しレ感覚を

作る事が出来る。以上の性質を利用して「アタリライト」を「グラピールグラス」の t口〈彫刻して光線を用うる事に

よって「グラビールグラス」とは変った柔かい表現が出来るものである其の他玄関展等に枠無して一校物の「アタリ

ライト」を取付けてもよく叉枠を取付け枠内に光P l ; l ' ( 入れて上記の効果を狙っても良〈其θ 他問機方法として看板。

「ネームプレート」等に使用されて居る叉箱型として内部に電球を使用して「ネオゾ」に変るものも使用されて居る

以上概略「アタリライト」に就て取型車めのつかぬ事1 : 述べてみたが建築用に使用司官官と恩われる個所付猶種々有る事

と患はれる。同樹脂の性質及弱点ま与を考慮の上建築効果η 良い使途を開拓し新材籾の特性を遺憾なく発揮する為にも

建築識者の賢明なる御判定と御示唆を賜はりたいものと思います。 以 上

〈筆 者 新 光 レ ー ョ γ 大竹工場営繕課長〉
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11 流 し 台 11 1/ 0. 30 11 0. 083 

11 
. 子 板 11 

国 主V 0. 40 ロ Ｑｾ
0. 034 

1/ 戸 棚 立方尺 0. 04 111
3  

0. 40 

司平 務 机 引 出 イ サ 2. o x 3尺 』切 0. 50 脚 O. 14 

脇 机 1/ 2. 6 x  1. 3尺 1/ 0. 26 11 0. 07 

度 机 11 2 . 6 x 3尺 1/ 0. 20 11 。目050

3. 3 x G. G尺

理複 合

J口K  

0. 60 台 0. 1GG 

ニ 人 用 15.  Ox 6 .  6尺 11 0. 80 1/ 0. 223 

黒 板 ベ ニ ヤ 板 張 3 x 6尺 枚 O. 115 枚 0. 0'12 

換 気 孔

う月1 0. 01 ケ所 0. 003 

天井 1/ 0. 02 1/ 0. 006 

1. 6 尺 角 枚 0. 03 枚 0. 009 

1. 0 尺 角 1/ 0. 01 1/ 0. 003 

富島 査主 け1 1 尺
間i O. OG nl  0. 009 

延主平当リ木材石敏仁単位 石/ 延ff-)

建物の周到竺一一部| 小屋組 i 屋根船にす「内 法|天 井| 附卜郎| 其の他

市 : 北刊訂山山ドドいλ川::1九:;tLζ引 引iiLらμUU.iLU山山山ユユγγい7川f μ|円H而O.ムぺ叩叫: 」三七仇2令hh引;お品ω 1為引9川| 0 :九芯山:;Lζ引;口九釦エ為引3 1い0iλ弘 州 : 」iふι 3 tむb刊;おル川コ五引o IいO. Ｑ吋川 ＺｾｾＲＱ ｾＺ訂ι ゴＳＲ
宅引|げ分 譲イf 6可t仇判;1品川.為列為為[ Ｐ Ｎ Ｓｾ わ川コ五引 Ｑ川 ｉ 0  わh刊8川|い0 t仇引3引 1 ＰＮＰｾ 訂ら川コ五引 Ｓ叶ｼい Ｐ 1 : 1 8  1  0  む I  0  ト

寄 宿 舎
0 3 U。|。む6 1 0 ℃。 | 0 1ら | 0 1 3 0

事 務 所 6お。 I 0. 4口。 I 0. 3口。 | O K。| o b。

0 . 25 -

0. 36 

O.  1 5 -

O. 40 

1I 11I 11I1I 11I 11I 11I : llIlI llI llIlIlIlIlIIiII ll lIlIlIlI llIlII llIlIlIlIlIlII llIlIlI IIIIIIIIIIIIIIIII11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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111川11川川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川111川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川111川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川111川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川川11川11山11川川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川111川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川111川川11川11川川11川11川11川1111川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川11川11川111川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川1111川111川川11川川11川|日川11川11111川111川川11川11川11川11川111川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川I!川!II川11川11川11川11川川11川川11川川11川111川11川川11川11川11川111川11川111川111川11川川11川川11川1111川11川川11川11"11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川川11川川11川川11川11川111

学 | 百 4 時 11 0 印

一一「

0. 110- 0. .1 0 - 0 . 50- O.  1 0 - 0 . 30- 0. 2 0 - 0. 30 

0. 60 0. 90 0. 90 0. 60 0. 20 O. 生。 0. 30 0. 40 

0 . 60 - O. 4 6 - O. 2 6 - 0. 110- O. 1 0 - O. 1 6 - 0 . 25 - 0. 20 

校 | ー 隔 地 11 0. 96 0. 65 0. 30 1. 10 O. 15 0. 35 O. 40 0. 30 

病
舎 || 0. 7 0 ~ 0. 70- o. 3: >- 0 . 15- O.  1 0 - 0 . 20- 0 . 5 0 - O.  1;，1 

0.110 0. 80 0. 40 0. 60 0. 12 0. 25 0. 60 0. 20 

ユニ
場 11 ＰＮＳｾｾ＠ 0. 6 0 - 0 . 2 0 - 0. 35- O.  1 0 - 0 . 2 5 - O. 10 

0. 40 0. 80 0. 30 O. 品3 O. 12 0. 35 0. 20 

倉庫〈少き色の〉 || 0 6 0 ~
0. 80- O. 60- 0. 0 3 - 0. 50- 0. 20 

0. 70 O. 90  0. 60 0. 05  0. 60 0. 30  

特殊建築物の延坪当リ木材質 〈単位石/ 延 坪〉

市 場 浴 揚 2. 8- 3. 5 博 物 館 美 術 館 3 . 5 - 長 6

慮。 場 峡 国 館 3. 3- 4. 5 銀 行 病 院 2. 9- 3. 5 

社 寺
.  

教 会 4. 0- 5 . 0  王事 l車 2 . 3 -宮. 8

6  木材の種別による使用百分率仁% )

ｾ 角
、

サ | 平 創 材 |小 制 材 | 松( 5 6 2 ) | 板( T全)1
建 物 の 用 途

言十

伎 宅 3S 9  19 9  25 100 

I邑 舗 40 
。

16 10 26 100 

寄 4首

*  

3S 9  19 10 2.1  100 

倉 団E 37 12 4  15 32 100 

エ 場 38 29 11 
。

10 100 

E事 務 所 4. 1  10 16 10 16 100 

ーヒ
家 1晶 50 6  31 100 

ス ｾ＠ ヂ オ 類 29 9  2晶 17 21 100 

板 事費. 10 12 8  1  39 100 

門 及 F可 扉 64 18 3  15 100 

建 物 の 用 途 l 板 |川 板 | 庫 板 | 正 樹 | 平 剣 | 区 角 平 角 | 昔「

ユ: 場 16 2  4  2  9  38 29 100 

寄 宿

*  

2生 7  3  6  13 38 9  100 

.. 務 所 15 16 3  日 9  41 10 100 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIII IIII II II IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII II IIIII II IIIIIIII II IIIIIIIIIIilllll illllllllll111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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一一一一世一一ＭＭ盟申闇帽阻皿四冊曙 晶耳 目園田ｾ岡山商胡圃四四国町現』 一 一 … 一戸 一 一一ｾ現酒田臨関

新 fこに学窓ぞ出られに建築家に贈る

今年、後雪の努力が結晶して、 学校1: I : l たばかりの技術者には学問 に議え 、仕事に当らな付オL ( f 決し

今日正主築家として社会に ｬｾｴ 立 ｨ Ｎ ｾ はあっても 、技術に対すd 良; 地位
てl礎Q な建築物は完成せられない

緒習に対し、力強くその将来を況
有たなし、から、 mt ぐには契務に彼 と{舌-r る。

福すると同時に 、学窓を出てから :sl. たないのである。彼等治: 突務に 筒、 trf るといろ (f. 、教でつ言葉に

四O 年に亙って建築乃業務tこ従事 直珂し、苦労した上に悩りによっ ついて附記しておきたい、この亨f

して来た生産者は 、多年の経験と l設 て学問ヵ ［ｊ ［ ｾ ＺｔｨＢＱに転 ｪ 換した時始めて
誌はi正明の央存哲学でいう契白的

々の研究から得た次の二つ 7) 宮議 一人泊iJ の技術家となり、部下や椴 rq考と - I-t ずるもので、ただ観主

とその解説裁に自{ 乍のE政務曲とを 1て令指ii $して ::.'r.派な建築物を完成 的に人間の; らりかたを三与えると

附りたい。 せしめることが出来るのである。 か、E埋解するとかということでは

その一つは印度の哲学パラモゾ 然るに、多くの新建築家のうちに なし、。自己をいかなるものとして

の宮古撲で 「学問は良識に及ばず、 は、学校を出さえすれば最平一人 考え 、同己の在り方を決; 析し 、そ

故に情性に求め よ」というのであ 白i] 7 ) 技術家でらるかの如〈誤って の行為の方向を決定する思考であ

る。その意味は貌義や醤籍で学ん 同保し、仕事場でこの大切な良識 z、。叉 、たんなる自覚でもない、

i!_学問はなかなかその身につかな 会得よ号としないのが多い。その 更に自己がし、かにあるべきかの存

いととが多〈 、従って急場に聞に ために数多くの設計もし、立派な ( E 性事? 決定する思考・である。従つ

合わない。央| 燃に前回し、苦労し 多くの建: 築工事に携っておっても "C' I万るという宅建有的思考は内在的

た後に自ら情つ・て真に自分の休中
更らに進歩も発展もしない、速に

なn為といわれゐの℃ふる。自己

に取句入れた知識を良識とい『の
は途中からノックアウトせられて

の雀 1) 方々決定し、現実喜子決断 F

であるが、との県議こそは実務に Ｈｴｾ に転ずろか、下績の技術者とし ふことによって、自己ヤ在E本し、

直面した時、常に出j温う街々のト
てそ の- 1主党終えるものがかなり

あるし 、け更新して、向日々そこに

ラプルに対して真弓きにq1t: 立つもの にｾ，｜，、。又彼等の Ｑ 併とし ζｉｈσ 、不 新しいものとして IH兆ゼ了しめ不 ζ

で、それは学問の比でなし、。街人 ｾタかこっか、間己の不心得合間 とでん石、。

聞には大小の子警はあるが情性とい に上げてgll た他に転銭し、或は役 次の一つは「努tr ゐものは迷

うものを生れながらに受次いでい にも立たない自己弁譲位するのが う。迷うが放に救われん」とし、ぅ

ゐ、 しかも情性( 1 : 鍛練や陶冶によ 一般である。 詩型ゲーテの言葉である。この言

って発注背h -IZせしめることが仕i来 建築技IIJ とは? 古に新しい建築様 現の怠Pii は信仰に関するものであ

るもので iふる。依にとの↑ 活性や利 想 〈ど鎖脳叉( 士紙上ーその l山に@i き、 ろうが、青々の仕事に関 L C も|可

別して旅. . . . . Ｑｬｾ議事＿蓄えなけれはな そ の 上、古々 の Ｚｾｴ きているこの世 械 のことが言い1寄る。問分 の天紙

らぬという; 食時であゐ。
の中に一つの作品として現実に存 として与えられた仕串には、 if.: ブJ

i伏|湖、 t怖に建築工事ゅ現局、引・よ 在せしめるよとz : : .t，ゐ。それで、 や尽してその完成に労力せよ。 rA

「学校出たばかりの技術家は何の 建議に闘する自然科学的な学問は らはその聞に沢山のトヅプルヰ '-:z，:

役にも立たない、学校では何を教 勿論のこと、政治経済、芸術、宗 降 ( i 起る 、従つ℃幾多の疑問や迷

えて｜ｾるのか」といろようなこと 教道徳方面のものをも、必至要なも も出て来るが、あらゆる情黙党以

を聞く。が、それはその答である のは総ペて良識としてその身体中 てきぎ力す寸 Lば、凡てが最良の条例ニ

剛 盟 国 毘 制 覇 四 時 間 睡 眠 担 割 問 晶 画 一 一 四 面
曹・lIIl E  割 問実務越 醐
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j度 都 圭

で解決されるという意味である。

世国では、これまで学校を出さ

えすれば治んど仕事のことについ

て学んだり勉強しようとするもの

が少かった。却って余技や題1朱の

方国にのみに異常な情毒性を注ぎ込

むも のが多かったよ号に思う 。休

育のための運動、心気転換のため

の遊戯、本! 織の能率向上のために

他山 D 百としての遊びゃ趣味を他

に求めるのはょん、が、本械を忘れ

てそれに没頭することはt活者とし

ては有ー定しｾￏｴねる。そんなに好き

なものなら、その方に木織を転換

すべきだと考える。苦から「好き

こそものの上手なれ」ということ

もあるから、自分の性絡に適しな

いということを発見した場合には

猶予なく転向ずべきだと考える。

叉、時代は吾国でも封建時代から

民主自由の時代に変革 しつつあ

る。各自がその性格や性能に瓜じ

て最も過した職業を繰験しなけれ

ばならない、そして各々がそのう廷

分を育成して十二分にその能力を

発揮しなければならない時代が既

にやって来ている。われわれが現

に凡た通り 、一生ー{ 也主にやって

行けると考られた寓豪が路頭に迷

ったり、国家乃功労者、いかめしい

イな階 ｩｦｾｬ 等もった数々の人が国家か

ら凡主主されていることを闘のあた

りに見た。で、若々は飽までも自

己の天分をいかし、育て上げて各

! B.  

E コ

自の人生を守らなければならな

い。かくするためにはその天分に

合致した版業のためにIl1rえざゐ間

黙を注ぎ込まなければならなし、。

このこと吾 4 の活る最良のみちで

ｾると思う。何となれば身につけ

た技術的の機能は離れからも怒い

とられることがないからである。

勿論このことは建築に関する胤業

人にのみ関係することではない。

何んな紙業人に対してもあてはま

る生活の指針である。

「人聞の頭脳( ; 1 : 了度ホテルのよ

うなものだ」と米両θ ある科学: ポ

がいうてをった。日々に学: 問や知

識というお客機が出入するが素通

りさすことが多い。然し、そこの

主人が商売ｾ心で優れた頭脳の狩

主であったら 、ホテルの発展に資

する客であったり、その答に大き

な感動を与えられたりする時には

決して忘れないように記録する。

かくしてそ J ) ホテルには向上発民

のための機能を替えるのでらる。

最近の心理学の研究によれば、

人間乃肉体的健康は30代から次第

に衰えるが、肉体的欠陥によって

碩泌を組出・ずることがなければ怨

向車力や記憶力その他( 士訓練陶治に

よって向上発述させることが出来

ることが踏められた。その上一つ

の頭脳には何穏でも多くの知識を

同時に貯蓄することが出来る。し

かし、一度蓄えたら決して消失し

ないような貯諸方法は悟りによる

良識としてでなければならなL 、。

自己の悟性を 100 パ ー セ γ ト活用

しようするには、そのために最大

の努力をする以外には方法がない

のである。

吾国人絹D 生み洞で 、故帝国人

絹会長、偉大なる技術家、久村筒

太氏がよく言っておった「真突の

学問は工場内でなければ出来ない

ょ」と。このことは、突慌に直面

して怯りによって良識を得たので

なければI虻ちに技術に役立てるこ

とが出来ないという怠抹で払った

と思、う。

最後に結論と して次の如〈高ら

かに唱和したい。 i哀の学問即ち

良識を得る道場は仕事場だ。そこ

で、あらゆる情薄型を注ぎ、吾々 は

技のために精進 し、不断の勉強を

続けよう」と。

第三ｬｉｴに贈る歌謡曲Ｈ［ｉＺ ｾＱ 王者が数

年同i ] に作ったもので 、輿に乗じて

明し、出し、多少は友人等にも迷惑

をかけたものである。が、自分と

しては建建家としてのもたなけれ

ばならない気分を唄った積りでｾ

った。今，l ] 家狭心助けを得て作; 潜

が出来たので、素人もので未熟な

ものであるが御批判を願う 。

筒、音楽評論家吉村一夫先生に

みて頂いたが、懇切な御注意御批

正を賜ったことには深〈深〈感謝

の意を表す次第でおる。
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建 築 家 の 日貝 渡部主主吾・作詩・作曲

施 工 設 計 著 述

家の建つのを眺めてくらしや 図面ひろ げて 思いをこらしゃ
後の l止までも わ れ ら が わ ざ を

金もいらなきゃよくもない つづく 苦労も きえてゆ〈
しるしのこそと まよ中までも

今日の仕事は どんなにできた l羽目の意匠は どんなにしよか
ベ γ を片手にしさくにふけりゃ

夜 も 夢 み る 建 築 家 ひ る も 砂 み る 建 築 家
ひとり ほ ほ え む 建 築 家
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各 会 記 録 昭 和26年度

〈総会、評務員会、理事会、都会、各委員会j

通 常 絡 会 ?:l 年1月30日 大阪建設会館出席21名

監事及評議員選挙の件〈監事 1 名、 評員24名を選任した〉

昭和25年度決算報告〈承認〉昭和26年度予算〈承認〉

辞 職 員 会 第 1 回 26年11月?:l 日 朝日 ピル本会

事務所 出席委任状共43名。覇者定第 1 号 細 則12条によ

る昭和27年度評議員選出数決定の件〈議決〉第2号 25年

度決算の件〈承認〉第3号 創立35周年記念事業の件〈検

討中〉第4号常務理事再選の件〈承認〉

第 2 回 ?:l 年 3 月31自 朝日ピル事務所出席委任状

共50呂 第 1 号 議 長 及 副 議 長互選の件 〈他薦によ り爾

長に河合貞一郎氏、副議長に益尾庚雄氏を決定〉第 2 号

役員責任の件〈承認〉第 3 号会長、副会長及理事選任

の件仁会長、副会長各1名、選事14名選任した〉第 4 芳

昭和?:l 年度牧支予算案 〈原案通り承認〉報告1. 創立35年

記念事業。件 2. 大阪府建築土会申出の件〈事務室を本

会に設置の件〉

理 事 会 第 1 回 26年 4 月1 : 3 日大阪建設会館

会長外13 呂出席。定例日の件、会務分筆の件、申継事項

検討、委員会構成の件、大阪商工会務所より申越の件、

在プラジノレ同胞日本科学後援会奨励金申言語 J ) 作会員詮術

建築と社会/ ) 在り方につき意見交換。

第 2 回 5月9 日 朝日ピル 中野主記代表外10名出席。

各委員会委員委嘱、記念事業委員委刷、常務理事任期間

了につき軍任、職員補欠立主契紛. ; ) 件、大阪府住宅復興促

進協議会参加の件、会員詮衡。

第 3 囚 5 月14 日 大 阪 建 設 会館 会 長 外12包 出 席 氾

念事業内容と会館問題の件、職員昇給の件。

第 4 回 6月21臼 朝 日 ピル 東 畑 副 会 長 外3名 出 席 工

事務負約款競布の件、朝日ピル冷暖房費負担の件、会員

後 衡、職員退職の件、職員上半期賞与支給の件、 6 月分

J氏支報告外務報告。

第 5 囚 7 月11 日 朝 日 ピ ル 東 畑 副 会 長 外9名 出 席 卓ij

日新聞申越の住宅展主要成の件、評議員辞任補欠の件、図

書獲湿の件、出版委員委嘱の件、会員詮術、市伊東局長

桐本次長歓迎会/ ) 件、其他諸報告。

第 6 回 9月12 日 朝日 ピノレ 会長外9名出席。本会今後

の方針検討の件。

第 7回 10月24 日 朝日 ピル 東畑副会長外 8 名出席、

第 2 間建築講習会開催の件、大阪府住宅復興促進協議会

答] げ乃件、 l料託事務員解腐の件、旧日本建築土会解散に

伴い回会連合工事昔背負規程発行善処 :1) 件、新建築土会設

立問題の件、会員詮衡、 9月分会計外3件報告。

第 8 回 11月8 日 朝 日 ピ ル 会 長 外8名出席、建築士国

家試験存廃問懸の件、工事務負約款計算承認の件、学会

秋季大会後援の件、会員詮衡包5年度会計検査終了、10月

分会計芙他諸報告。

第 9回 12月ロ 日 朝 日 ピ ル 会 長 外 7 名出席 、事務所

続値上の件、第 2 回建築講習会消算の件。工事務負約款

第 Ｒ 図印刷費支 出 の件 、 職員下半 期 賞与の件 、 会員ｾ衡 、

11月分会計其他諸報告。

第101]] ?:l 年1月14 日 ニ ュ ー オ ー サ カ 会 長 外16名出席

記念事業実行 J ) 件、総会開催の件、定例午重量会開催の{ 牛

第11回 2 月13 日朝日ピル中野主事代表外9名出席。防火

塗料講演会開催の件、防火建築に関する助成法案学会外

共同建言奇心件、四会連合符負約款頒布法の件、工業高校

優秀卒業生に対し表彰の件、会員詮術、 1 月分会計其他

諸報告。

第12回 3月12 日 朝 日 ピ ル 東 畑 副 会 長 外6名出席、防

火建築得促進陳情の件、評議員会開催の件、27年度予算

編成の件、 日本材糾試験協会発ー起人承認の件、会員詮衡

職負退職の件、関西建材会申越に係る事務員憎の件、建

材審査料割引の件、務報告7件。

第13回 3月31 日 東畑副会長外5名出席。松久保監事死

去につき弔意の件。

都 市 不 燃 化 促 進 連 合 会 4月羽田 朝 日 ピ ル 渡 辺

幹事長外国会へ法案の提出促進の件。

5月5日と9自 分 室 松 井 中 沢 外 向 上 検 討 。

23 目 事Ij円 束芳付、ｩＡＧＺｾ化同盟と合同会合し今後連絡協調

促進 l ) j tl' o

建 材 部 会 26年4月4日 朝日、ピ ル 池田会長外出

席 、総会2えび事業の件、19 日26 日総会準備協臨

5月8臼 朝日 ピル 青木理事外出席、 9 月建材特鵠号原

稿の{ 午、本年度事業の件。

6月14日16日及19日 関西建材幹事出席師会の進向方針

協 誌 26 日時局講演会開催。

2月5日及8日 朝日 ピル 青木理事外出席守協会 27 年度

滋事准薦の件、協会未入会者勧誘の件、カタログ発行協

力の件。

技 術 部 と 建 材 部 会 26 ・4 ・19 朝 日 ピ ル 怪 塩

建築事務所長外設計関係者と大同鈴造外建材関係表出席

資材の劾きに就き懇談。

技 術 と 綜 合 と 建 材 部 会 26 ・5 ・18 朝日ピル

技術部大阪建築事. 務所外6位、綜合都大林組外2社、建材

部11社出席建材の近況を中心に意見交換。

7 ・13 朝日 ピル 22名出席最近建材の紹介と動向、

英他意見交換。

10 ・18 朝日ピル 13包出席 最近建材につき意見変説
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建材講習会開催打合せ。

1 ・19 分室 20名 建材につき意見交換。

建 材 審 査 委 員 会 26 ・7 ・6 朝日ヒ・ル世塩委員

長外S名出席、 日本防7.KgJ Jウオータイ トにつき中間報告。

10 ・量 制日 ピノレ 世出委員長オ白山崎、ウオータイトに

品等Z正朗発行。件、や よひ防火依ナユ ワS 型瓦新に申込

ゆ件。

11 ・10 朝日 ピル 世強委員長外16缶、佐村木商j占平安

瓦、田島』ぷ用石綿ル ー7 イングと γ ス7 アルトタ イル、

穴住記防水ウ カ泌防水到lホワイ ト化学産業防火塗斜につき

委員分担を定め調査研究をなすことにした。

1卜 20 朝日ピル竹内委員外出席、検討。

11 ・27 朝日ピノレ 布施委員外出席、検討。

12 ・1 朝日ピル 竹内主査外 5 名出席、審盗後現場検

分、 12 日再開平安瓦、ナニワ瓦は結論得たが、タイル 、

ルー 7 イν グは更に検討 とした。

1 ・11 朝 日 ピ ル 置 塩 委 員 長 外9 :6、サボ{ ト 、朝日ス

レー ト新申込の件、平安、ナエワ両瓦答企決定の件。

2 ・8 分 室 訟 法 委 員 長 外 6 名、弱Hi スレー ト工場検分

後、証明発行決定。

2 ・18 朝日ピル 置塩委員長外7名、主主滅コ : / 9 リート

のス レート 、闘凶ベイユノトの防火塗料、ヤハズラス υl)i(fr

申込につき協議、田島応用アス 7 7 ノレトタイル ( i IDl :聞発

行。

3 ・6 朝日ピル 世塩委員長外 7 名、イワキスレート工

場検分後記上例発行ずることに決定。

教 育 委 員 会 7 ・12 朝日ヒ. ノレ 弁戸田委員外6名

中沢誠一郎氏を委員長に送 し、必築計画協臨

9 ・13 朝日ピル 中沢委員長外5 包、第 2 凪建築講習会

開催。件、17日小委員会開きえ行策を検討、218総委員

会聞きｾ体策を得 、 ＲＶ 日講師打白会乞聞く 。

1 ・22 朝同ピノレ 中沢委員長外5 呂、次l叫必迎会7){ 'ト。

災 害 委 員 会 26 ・6 . 2 朝日ピル池田理事外出

席 、委員長に池田宮彦氏、幹事に津村! l t 一氏を互選、地

質調査表の件、英{也協務。

6 ・19 津村幹事外6 包山席、 地問主料採集の件、地以! fl¥

水害等予l VJ 対策常識』つ普及の( ' j : 。

8 ・13 朝日ピ ル 池田委員長外出席、 地民風ボt: と; u;

対策の'諸識普及の件。

8 ・28 委員長外7名、同上原稿作成、大阪市 P T A理事

会に斡旋方交渉の件。

9 ・13 大阪市 P T A理事会に池田理事外3名列席、災智

防止常識.つ普及につき i筋力方依頼。

10 ・26 分 室 委 員 長 外 4 名、災害防止常識乃普及方及

地質調査表の集取方の件。

お

2 ・5 朝 日 ピ ル 委 員 長 外 4 名、記念事業計画中に地質

表出版提案の件。

会 勢 主 員 会 4 ・24 グオー リ【ズ氏 設計大阪女

了学院見学、参加10名。

5 ・22 itaガラス尼崎工場見学、参加約6060

6 ・9 同本経済新聞社と国際見本市会館見学参加者ao余

名。

6 ・16 分 釜 石 井 委 員 外S名、今後の務業会務発慢につ

き協議。

7 ・27及28 六甲山頂貸別荘にて 納説会、23 日夕刻j第二

陣登山夫々 一夜を闘し英気を養号 、参加30余名。

7 ・24 中村真氏設計キャバレーハリウッド見学会参加

70余名。

9 ・18 竹中工務庖施工中の産業会館経後工事見学・会 参

加70余名。

9 ・2U プラスチックに就て講演会、於建設会館、 新光

レーヨゾ稲垣氏より講演、出席50余名。

10 ・13 新光ラ : /7・の後光灯工場見学、参加40余名 、後

大倉学悶講堂にて阪大浅田理学附土の蛍光灯に就て浪人

工降雨につき講演らり 。

11 ・21 尽敵宮、二条城、川島工場 、修学院見学会、参

加約60名。

12 ・18 竹中工務庖施工中の第一生命 ピル潜函工法見学

会、参加が ｾ ＱＵＰ 名 。

1 ・12 朝日 ピル 石井委員外 9 名、2月以降の事業協議

卜 14 大阪駅舞伎座観郎会、申込 61 名なれども70名を

i笛え盛会。

2 ・14 潜函工法映写会、於警視庁クラフ' 参加1107名。

2 ・16 菊正宗酸造場見学、参加30名。

3.  18 日本油脂三国工場見学会雨中 40余名参加、製

造工組と色彩調節された工場見学。

編 集 委 員会 4 ・20 朝日ピル 白石玉県事外5名委員

長に白石氏互選、定例日の件、委員委嘱の件、6月号編

集の件。

4 ・26 朝日 ピル 白石委員長外6名、1年間 の企画を審

舗、6月はホテル特集とず。

5 ・9 朝日ピル 白石委員長外6名、6月号編集状態検討

、2え1年間の企画案: / ) 承認、7月号編企画表決定。

6 ・16 朝日 ピル 白石委員長外7名、 7 月号編集検討、

光安委員より改良芯: 凡自垣理事推位、 8 月号企画決定。

7 ・14 朝日ピル 白石委負長外3名、 8 月号総生長状態検

討、9刀号編集企図。

7 ・24 朝日 ピル 白石委員長外8名、 8 月号印刷状態検

討、9n 号10月号11月号12月号企画。

8 ・4 点J l 日ピ ル 委員長外 4 名、8 月号印刷状況、9月を

建材号とし原稿、表紙色決定。



9 ・1 朝日ピル 委員長外4名 9月号印刷状況、10月原

稿検討、11月号企図。

10 ・6 朝日ピル 委員長外3名 11月割付検討、12月執

悠者追加、新年号企画。

11 ・2 朝日ピル 委員長外5名 11月印刷状況、12月原

稿検下惇真版の決定、2 月の企画。

12 ・1 朝 日ピル 委 員 長 外 出席 新 年 号の件。

12 ・22 朝日 ピル 委員長外出席 2月以降の件。

ト 2-l 朝日ピル 委員長外5 呂 2月以降方針。

2 ・28 朝日 ピル 委員長外出席 4 、5月企画。

3.  11及15 朝日ピル 座談会開催記事資斜を得た。

3 ・27 朝日ピル 委員長外出席、 26 年度委員と して最

後協議す。

線 集 と 主 計 理 事 打 合 会 9 ・1 広告に関する打

合せをす。

出 版 委 員 会 7 ・20 奥山委負外6名、委員長に小

林山氏互選、事業企画、法規索引作成の件。

8 ・7 車)J I : ! ピル 小林委員長外5 包、法規索引原案検討、

出版の件。

9 ・11 朝日ピル 委員長外4名、法規索引印刷の件。

9 ・21 朝日ピル第二次計画。件。

J(]・ 9及23 朝日ピル 委員長外2名、緊引発符配値並第

二次計画協議。

11 ・13 朝日ピル 防水関係、16日昇降機関係、20日衛

生媛開 ＭＧｑｩ 系犬々集合 、パ γ フレヅト発ｾＧￏＧｊ｟ コ ｩ 牛 協議。

12 ・20 f，i) J 日ピル 合成績{ 脂悶係者執窄分担を定む、21

ｉｾ 総委員会 ｲｽ 日催出版方針。件 。

主 記 会 4 ・18 分 室 中 野 理 事 外3名、分担其

他協議ち

5 ・2 車) j 日ピル 中野主沼外 4 名、戦員可I i 欠の件、給与

規定の件。

6 ・6 ! j V j 1 l ピル淡泊理事外 6 お印刷会提策事項: 廷の

他協議。

7 ・4 朝日 ピル 青木理事外出席、朝日新聞と展覧会共

催の件、1951年スイトカタログ購入の件、会員募集、事

業企画の件。

ト 24 分室 中野主記外3名、記念事業準備の件、関ペ

ィJ主催; 品瓜会開催ノJ 件。

住 宅 委 員 会 7 ・10 朝 日 ピ ル 宕 本 委 員 外5名、

委員長に刷木氏幹事に津村、渡辺氏を互選、執ー業企画協

議。

7 ・24 朝日 ピル新聞掲載の「家を建てるむ得」策協議。

主 記 主 計 編 集 会 3 ・26 朝日ピル 臼聖子理事外

5 名 27年度予算案作成。

建 築 法 規 委 員 会 2 ・6 朝日 ピル 中沢誠一郎氏

外5名、委員長に中沢氏た互選建築基準法に関し検討。

2 ・25 朝日 ピル 委員長外出席 、 大阪府の改正条文原

案討検。

顧 問 懇 談 会 6 ・15 朝日 ヒ・ル 中西、中沢、厳中

各顧問セ中心に会長沢畑副会長中野、藤木理事等、協会

今後につき懇談。

第 = 回 建 築 講 習 会 本会教育委員会企画の下 10

月17日より 11月12日主主開催、受講者220名。

特 殊 構 造 規 準 に 関 す る 懇 談 会 12 ・5 . . 朝日ピ

ル基準法の迫力日政令築を学会、 協会19名出席、 検討せ

午 餐 会 第 1 回 L 14 ュ ユ 戸 オ 【 サ カ 赤松

イ彦氏外54名、会員相互の懇視を図るを目的とし盛会裡に

終了。

第 2 回 2. 7 ニユ{ オ{ サカ 出席47名。

第 3 回 3. 6 今 橋 ク ラ プ 出 席50名。

技 術 部 門 評 議 員 有 志 懇 談 会 3 ・26 朝日 ピル

松久保氏外4氏、役員問題につき懇談。

記 念 事 業 委 員 会 記念事業準備会 12 ・26 分 室

浅沼醐捌ト始、基本事業企画案を協龍

1 ・10 会長外6名、事業基礎策協議。

2 ・9 見本市会館会長外各役員、東畑記念事業委員長

外各委員53名、事業. 遂行協力主主望、経過報告、各部別委

員委l料、1] : 凡交換。

2 ・14 車)j日 総務部会開催、趣意啓、 各部担当、 予 算

等協議。

2 ・20 部 長 会 開 催 趣 意 書、予算検討各部方針協議。

2 ・26 出版常会 27 日慰E霊祭部会及{ 下宅展部会をラ々 々

開催し方針協議。

見挙部会 3. 3 朝 日 松本部長外8名、企画協議 10日

再開9名出席机上調査をなす。

講習部会 3. 4 朝日 伊東部長外6名、地方巡回講習を

企画、題材決定、11 日分室、小委員会 3 名出席、内容取

材を立案。

14 日 朝日 本部会伊東部長外 4 名、内容策決定、執答

者定め開俄1mそ協詰寄せり。

祝賀音1¥会 3. 1 朝日 鈴木部長外6名 、企画検討。

表ｾ書 ￟ 会 Ｓ ＮＵ 44日 池田部長外3名、企阿協議 17日

城口副部長外A名、引続き検討。

慰霊祭都 3. 28 朝 日 中西部長外 5 名 挙 式 に つ い て

万般準備を協誌

資金部会 3. 10 朝日 東側委員長外10名 出 席 打 合 せ

協議す。
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出版部会 3. 10 朝日 尾崎音s長外5名、カタ ログの件、

地質調査表の件協議。

各 支 部 京都支部 4. 6 支部事務所松井支部

長 外 出 席 鮪 般 協 議 12 日 水道会館役員会開憾の件

支部事務所移転のf午、23日間所、総会、25年度決算、 26

年度予算、役員改選、事務所の件等。

5 ・26 水道会館、支部長外8名木部常務週事外出席、会

務巡行協顔、支部嘱託と本部との連絡打合せをなす。

6 ・5及13 ・2 ・22日 4国共事務所常務員会、役員委員会

建築鴇習会開催の件仁7月10日より開講となる〉

6 ・9 京都駅、 日銀鉄筋造寮見学、参加40名。

12 ・18 都 務 所 支 部 長 外 出 席 、i講習会消: n: 報告、今後

の方針協議、後懇談会。

卜 29 役 員 会 事 務 所、総習聴鱗者表彰英他。

3 ・19 都務所 支部長外本部より中野主記、 常務理事

列席 、予算決算役員改選を決前後中野主記記念事業税関

協力依頼。

兵庫支部 5 ・1 事 務 所 役 員 会 吉 田 支 部 長 外 及 本 部

大和理事25年度決算及事業報告、 26年度予算、総会開催

の件、終って歌劇見物。

5 ・25 宝塚歌劇場舞台装置見学会、引続き同所にて総

会開催予算決算芙他郵決。

10 ・3 支部長外17名木部より東畑副会長常務理事列席、

支部事業報告、後冨 ｕｾ 長長より挨拶意見変換。

3 ・7 ［｛ｊｾ 務所 、 諸事 項及 記 念事業講習会を姫路 で開 催の

イ牛。

和敏山支部 5 ・19 市役所会議室、役員会、 島村罰l支

部長外8名本部常務理事列席、25年度決JPl r業報告、26年

予算、総会開催の件、英他。

6 ・2 商 工 会 議 所 総 会、国j支部長司会の下、決算予算

等議了、ついで朝日新聞田中氏の時局競演会あり。

8 ・10及11 高野山見学兼納涜強開催、支部及本部 30 余

名参加。

12 ・15 事務所 栗林、島村副支部長外、本部常務海事

会合、朗年度の各種打合せ、 終って懇説会。

2 ・2 事務所 島村、 栗林副支部長簸本幹事外本部常務

理事列席、発展策、集金法、経費等協額。

関 西 建 材 会 4 ・27 建設針目毎日新聞神前氏の

時局; 滞在託会、引続き総会開催、 25年度決算2走事業報告、

26年予算及役員改選の件、終って懇前会開催す。

講 演 会 5 ・14 建設会館内田符三、岸田日山

刀、小林政一三 ｴｬｾ 土を招じ会長司会の下関Ｈ催、 ｊｅ ｉｩ前夜、 ＧｊＵｕ

名。

2 ・22 今崎クラプ関西ベイゾ トと共催にて 防火塗籾

講演会開催、凡そ2UO名聴講あり 。

其 のイ也 6 ・m大阪府住宅復興促進協議会創立

於大手前会館、常務理事列席。
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7 ・28 ェユ ーオーサカ 大阪市建築局長に新任の伊東

五郎氏及次長に栄進の桐本楠雅氏の歓迎会を建設業協会

と共催、40名出席。

3 ・27 三 越 プラスチ ツタ説明会、合成樹脂関係者と

木会建付着手査委員外有志が会合 し意見交換す。

各会記録終り

建築技術研究補助金交付規則 ( 18真 よ り続< 0)  

10. 既設橋梁の耐術荷量の測定方法。

11. 道路計画に関連する経済的諮要素の研究。

12 有斜道路制度に関する基本資斜の作成。

13. 吊橋の碇渚部及び接合部の設計基準の作成。

14. 熔接僑梁の設昔十施工法の標準指針の作成。

15. 建築工事におけるコ Y クリート工事の材斜施工の

の改善合理化に闘する研究。

16. 木造建物. 7) ! VJ 腐防峨対策に関する研究。

17. 建築物各部の防火工法の経済に関する研究。

18 鉄筋コ γ タリー ト壁休の耐力及び織造に闘する研

究。

19. 鉄骨、鉄筋コ Y グリート構造計算に闘する笑験的

研究。

20. 研築物の不同沈下に関する研究。

21. 集団住居の設計基準並びに設備改善に関する研究

22. 建物。維持に関する研究。

23. 住居不良度判定に関する研究。

24. 給与住宅ω央慾に闘する研究。

25. 工場公告に闘す る研究。

26. 港湾都市の都市E十両及び地方言十画的燐tj l l : に闘する

研究。

27. 7. 1 < . 波地その他公共用地取得に伴う集団補償の地方

計図的処l i 1 に関する笑証的研究。

28. 駅前広場の設計と費用負担率の基準に関する研究

2主 市 街地の土地利用の構成に関する研究。

3U 大都汗行及び周辺者11市 l ) j '/lt fi 主に闘する研究。

31 急速官邸極地の洗糠方法の研究。

32. 野外天文浪IJ 量則子午儀F付属品の試作。

33. 一等水準際尺の試作。

34. 建設機械化施工の現場調査。

35 建設機械部品の改良に闘する研究。

36. { . 民庄タイヤに附する基礎的調査。

〈以下32頁に続〈。コ
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会 務 ( 4 月分〉

定 例 午 餐 会

3 日正午曾根崎スエヒロ本庖にて参加者50余人別項の

通 り盛会終了。

f責術部門臨時会

5 日2時於朝日池田理事外 5 名凶27年度事務分掌等打合

せた。

簡 集 蚤 員 会

12日2 時朝日 27年度第 1 回開催、岡田、中村、大倉、

商、山本理事外委員、委員長を中村鋼氏に互選、27年度

編集方針協議

出 版 音 量 員 会

15日2 時於朝 日、小林、 谷口、渡辺委員立主管工部門須

賀工業、至高} 藤久、第一工業、出席 ( 1 ) 衛生について

のパγ 7 レヅト 原稿作成再検討夫々執筆者を分担定め

た、 ( 2 ) 防水について 、原稿揃検討する事 とし委員

閲覧申合せ ( 3 ) 合成樹脂原稿検討すみと し小林委員

長手許で劉付して印刷j進符する事とした。

和敬山支古事役員会

16日4 時同事務所で開催、栗林、島村副支部長外10余

名予算決算、総会開催英他協議した。本部より大和常

務理事列席、記念事業説明援助協力方依頼 した。

理 事 会

21日正午於大阪建設会館新旧理事会開催。竹腰会長外

24名出、26年度J氏支決算、剰余金処分承認、記念事業

経i泊予算大裂報告承認。加入団体、大阪府建築土会、

並闘西建材会事務所併置承認、定例日 、i l }t . 務分挙、主

主耳道府県建築部処置陳情。件、 評議員総欠に 関 する

件 、委員委l飼主氾一任。件、会員急街、事務局長昇給

主J 己一任 J コ(午、諸報告等議事報告を了した。竹脱会長

新 18理事に対し挨拶後歓談2 時終了

講 演 と 映 写 会

22日2 時一 6 時於建設会総会場委員会主催沖縄目事情講

演と映画会外印人来会。

会 事 事 委 員 会

22日6 時より建設会館開催、政岡蚕員外 8 名 5 月見学

先及次年度委員長予選等協議大和理事既件ー御協力に感

謝の辞を述べ 7 時解散。

慰 錘 祭

26 日1時半より中央公会堂 3階で別項の連句式典挙

行、遺族印余臨帽会長、委員長外会員多数参列厳粛艇

に 4 時終了 した。

官E 念 事 業 委 員 会

講 習 部 会

5 日3 時於朝日、日野委員外 4 名出テキスト原稿、開

催地、講師等につ き打合せた。

表ｾ部会

18日3 時於朝日、池田部長外 3 名、前回引続き記念品

外協議したが当日ストのため、決定は次に廻す事とし

マ.
J 、ー。

男!:t B 祭古事会

24 日2 時於朝日中西部長外 8 名出、 26日挙式当日の万

般につき最終協議した。

住 宅 部 会

25日2 時於朝日、河合貞一郎、伊丹久吉、岡本弘、井

上福殿、浅海治平、淡陶株式会社、塚本喜八郎各委員

等 9 名揮を地予選、進行方法等協議した。

. 習 打 合 会

5 日正午鳥取県建築技師内回真義氏主事森岡則一氏来

会、鳥取、米子宮簡習開催万般打合せ、 24 日9 時、松江

市鴻池組出張所長飯塚源吉氏来会、松江に於ける榔習

会万般打合せた。

中国支部田坂車字書巨来会

24 日午前来会、支部寄稿の中園地方雑誌原稿、持参編

集事項，)!c一般会務につ き打合せた。

東海支部水野安知県建築課長来会

24 日午前分室来秒。市会が今次陳情 した建築部処授の

件につき善処方申出、叉支部の事など懇談 した。

大阪府建築士会理事会

3 112 時於! ; ; 1J 日木会恨務所で開催、渡辺会長外出種々

協器、事務所問題及当分事務応後方を日本建築協会事

務局に依頼の件など富良した。

足 場 丸 太 も 新設 致 し ま し た 伝 説

是非御用命を御侍 j 天ヂ「板 》

ち致して居ります (  Iら ん ま

i 百 R記-

大阪市東区桜場六丁目二七番地

官宣伝船場⑧二凶ニ: f i . 香

25古 厄 床 材 庖

jfープ、
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建殻技術研究補助金交付規則 ( 2i3頁より統< 0)  

37. 建設機械用トルクコ Y パーターに関する研究。

38. 建設機械の耐久度の調査。

39. 建設僑械の履帯に闘する研究。

40. 建設機械の磨耗物の熔接に闘する研究。

41. ドラグパケヅに闘する研究。

42. コy ! ! リート摂動機の実験的研究。

43. 公共建設事業の経済効果測定法の実鉦研究。

44. プ レストレストコ y p リート梁の附法度に闘する

実験的研究。

45.  A E コγ グリートの施工法に関する研究。

46. 軟弱地盤の処理に関ずる研究。

47. 九州、地方における火山灰土質路床上の安定工法。

48. 原価計算方式に基〈工事管理の研究。

2. 申訪結提出J切目。昭和27年 6 月10 日

3. 申諸手続。昭和26年 5 月 7 日建設省令第12号・。建

設技術研究補助会交付規則 〈同日付官報掲載〉参照。

4. 申宮古草野提出先。東京都千代田区霞ヶ関、建設省管

理局企画課。

5. その他。 1. 研究題目の内数個の小題目に分れて

いるものは、その内 1 叉は 2 以上を適宜選侠 して申215ず

ることを妨げない。 2. 研究内容は概絡を記してあるが

更に詳細について疑問のある場合は、その提出先に問い

合わされたい。〈官報5 月20 日i伝獄〉 以 上

編 集 後 言己

本号より 2 7年度編集委員会の企画となり 、前委員長の

白石防三氏より新委員長の中村綱 氏に引き継がれた。 そ

して此の号は沖縄の基地建設工事の記事と広島地方特集

編と して御原稿を頂いたが、沖縄関係のみ米軍々高墓地

の放に情報問題に振れてはと考え段、係方 面で調べている

為め、 甚だ御執量産者に恐縮乍ら次号に経 さして頂いた。

依て此の号は広島地方繍と 26年度の会務記録乞縄戦 して

止めた。向お茶の次の企画は都市不燃化tζ 就て紙面を飾

り度いとそれぞれに準備された。

建 築 と 社 会

第 3 3 揖 第 6 号

売価 1 郊80門〈送料共〉

gD手1127年 5 月25 日印刷 ・昭和27年 G 月 1 日溌行

総集ｾ行入 計 Ｑ Ｑ 田 誠

者E 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ烏3 / 3朝日ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 G 6  

印 刷l 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 田r 6  6  

印 刷 所 株式会社研文社 1111百盟締@2U56帯

「新日本工業デザイン」振興運動 = デザイン懸賞募集要項 =

募集規定 入選作品の版1僚は参加会社仁川属、作品は線 こと。

題の趣旨と機能条件に基いた美的なも ので、模倣をきり

倉1} 作来事者衰のものに限る。応募は殺計図〈投影図、縮尺

の場合は尺 ｮｴ 明記〉および透視ｾＨ彩色外観図のほか構

造見取図〉のニ積製作、用紙は A O - A 3 ケY ト紙また

は両用紙使用、材料およびその指定ゐるし、は希望，袋項 {e

別紙 OY百字詰三枚程度に明記添附。 外形試作品の可能

なるものは送附 または写真添附。応募は協同製作色可。

作品には必する; 深恩商品名、会社名明記。入選外作品使用

の場合は応募者に照会。返送希望のものは、送料応募者

負担。

表ｾ

推 薦…... . . .・・ 1 名J 賞状 通産大臣

L賞金百万円 毎日新聞社

入 選 ..... 11名J賞状 工業技術庁長官

L賞金各五万円毎日新聞社

( t ニ忙し森奈は課題別に一点ぞ選ぴ、 そのうちの優秀

作品 1 点を推薦とし、他を入選作品とす〉

マ募集締切6 月30日 マ入賞、入選発表 7 月下旬

マ作品送附先 東京都千代同区有楽町 1 ノ11毎日新聞

キ士事業部工業デザイゾ振興運動係宛

マ裸題商品の詳細は参加l 会社工業デザイシ係へ照会の

32 

審査員 〈敬称略、順次不同〉

マ工業技術庁長官井上・春成マ工業指導所長松崎宿三郎

マ東大工学部教J受岸 田日出刀 て7問助教授丹下縫三マ点

京工大教・皮谷口吉郎マ千葉大工学部教授IJ、池新 ニ

マ新 ih1Jfp協会研熊弦- J ) . ¥¥V ' 工芸指噂tfr 技術部長剣持E

WV ' . w論家消伶佐美大t ! ¥，V ' 東京芸芸大教J受吉田五十人

マ大阪市立工業研究技師大島敬 f台マ京都工芸繊維大

学教般向井32三且¥¥

〈機械工学、化学工学、電気工学等につい ては別に専

門委員を色って務査に当る〉

マ!i.iit期 日本商工会議所会頭藤山愛一郎

告手済問体述令会長石) 11- 且1¥

;(E 日米国商業会議所会頭スター リY グ ・W.

7 イツシ ヤー

主 催 毎 日 新 聞 社 ・ 英 文 毎 日

後 援 通産省・日本商工会議所

本協会も此の振興運動に賛意を表すると共に会.r L諸氏

の御応募 な御進めする。何お詳細は毎日新聞社 iこ問 合せ

られ皮し。 日 本 建 築 協 会
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黒 川 化 学 工 業 所

シ フ カ 戸 工 業 所

門

70ー1 立

刻

クイックウォータイト

ウォータイト B 号

7.1< 防① 

ヒーロー化学工業 所

門

ＱＸ ， ＰＰＰＭＱｾ ＧＮ￞当リ

70-ー

300-ー

1/ 

u  特別急幸吉

f号、幸吉及防 水 用

ウカ特号

ウカ一号 1uOー

120ー

1/ 

強 度 増 進 用ウカニｾ

ウカ三 号

T Y液

17，300ー

18，80 0 -

'1 

1/ 

6 0ー1 0 0 ρ

100- 800 1/ 

0 - 1) 甲 プ ローレ
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3 u- 6 0  

32，800 

30，800 

10- 20 11  

20ー :30 1/ 

30- 40  1/ 

10- 20乙プロ ーレ 1

20- 30  1/ I  

10雪 以 上 省 線 レ ール渡シ

@  アスフ 7 J(... ト防水工事

仁告書ー仕綴コ 大 阪 市 内一 回 施工 300平米標準

(1) アスフアルトプライマ一 平 米 付 O. 33包

(2) 日本石油乙プロウ ［Ｏｬｇｾ 1/ 1. 2キロ ー

(3) 7 ス 7 アルトフェルト 20キロモノ

(4) 日本石油 乙 プロウ γ11; 0 1.  Gキロ

(5) アス 7 r ノL トルーフィソグ 22キロモノ

(6) 日本石油乙プロウン 15
0

1. 2キロ

菅十 ＲＸＰｾ Ｎー

23，8 0 0 -

20，000ー

1/ 

100- 仁容穏共〉

140，j { ; / ド¥

950ー l

¥ 袋 入/

1，GOO - ( 18立機入〉

200- ( 1 k )  

3 5 0 - ( 1 k )  

ＱＰ ← ｃ ｾｾｾ 共コ

1∞- (  1/  )  

120 - 一 仁 グ コ

8 5 - (  1/  )  

140 - (  1/ コ

140ー 〈 グ コ

112ー ( 18立:橡詰〉

77. 80 ( 1/  1/ )  

83. 30 仁1/ 11)  

61. 20 ( 36立栂詰〉

61. 20 仁H ρ 〉

70-ー

120ーー

11  

11 

1/ 

仕 上 層 用

ロ- . ! ! ス〈粉末〉

クイクッス ロ ータス

シー カー

シーカー 念、結 用

〆 イ ニ 手 ー 号

〆 イ ニ チ 二 号

ダイニチ三号ー

ニ ツ ボ ゾ

ニッポゾ一号 急 結 用

ニッポゾ二号 急結用

シフカ戸 A 号湧7 1 < 漏水. l l :

シ 7 カー B 号 急 結用

シ 7 カー C 号 上 塗

シ Ｗ カー ｂｾ 号防凍用

シブ カ - B 3号ー 1穏強用

急 絡 用

O. 3J ' L 

1. 2キロ

20キロモノ

1. 5キロ

22キロモノ

1. 5キロ

22キロモノ

1. 2キロ

〈第二仕起草〉

(1) アスフアルトプライマー

(2) 日本 石油 プ ロウ γ

(3) アスブア ルト 7 ェルト

仏) 日本石油甲プロウ γ 2 5
0

(5) ル ー プ イ ゾ グ

(6) 日本 石 油 甲 プロウ γ 2 5
0

(7) ルー 7 ィゾグ

(8) 日本石油プロウ γ 2 5
0

計 430! L

8 0一

敏トー

急車吉用

シ ンケン

シンケゾ

ヒーロー

i ニツポゾ

i シ 7 ・カー

| ヒ戸ロー

① アスフ 7 J(... ト

0 - 1 0ストレート

1必 ー

70ー

，50ポ γ ド 、
130- ;  ，，: v '. '  "'. .! 1  

¥ケース入 j

70ー

80ー

35か一 仁l k )

急、結用

急 結 用

プル タ イ ト 治 末

不 ニ 液

不 二 液 急事吉用

アイガスパテ

② 防 水 工 事

ヒーロー

フツしF イト

1. 2 キ ロ 泌 シツ 、

20キロ

1. 2キ ロ 刷 毛塗

1. 2キロ流シッ、

8 オンスモノ

1. 2 キロ jslJ 毛主主

流シツ、

C第 三仕綴〉

(1) プライマー

(2) 日本 石油 甲フ' ロウ ; /25。

(3) Ｗ Ｎｌｽｾ ト

(4) 日本 石 油 甲 プ ロウ ; /25
0

(5) 日本石油

l!i) へ シ ャ ; / t ロッス

(7)  日局三石油プロウゾ2G
O

(8) グ グ

(9) ル ー 7 ィY グ

|地下室地 |陸屋根庇

l下道暗渠| 給水槽

! こ繍三時昌ニ寵!三 扇

↓平米i平米) 平米↓ 平米

|当リ i当リ |当リ i当リ

ド| 円| κ | 円

185 19邑 185: Hl 5  

250， 28副 230，250 

防 水 工 業 I 260;  2叫 210: 250 

関 妓 化 学 工 業 所 I 200:  2叫 200; 2  

海外通商シ戸カー部/ / / 180!  230!  

〆イニチ |大日特殊建材工業所 i 2 m1d mo | 2 5 0

工 事 業 者 名

T  Y  

ウ才タイト ! 日 本 セ メ ゾ ト 防 水 剤

1 製 造 所

大 阪 紡 水 建 設 社

Y

スタ

T

ロ

防 水 剤名

カ

シーカー

ウ

11 

22キロ

園田園・ 関 西 建 材 会 編



建 材 価 格 表 ・・ー

(10) 日;本 石 油 甲 プ ロウ ン25
0

計 C70ー

1. 2 キロ昂!J 毛 塗 隊 労 金 具 共

① セメン ト

卸 売 卜γ 当 A涜 〈 袋 〉

ポートラ γ ドセメント 8，800円 500門

自{ e.ポ ートラゾドセメゾト 16，000 9ヨD

早強ポーランドセメゾト 10. UOO 600 

高炉セメント 日， 600 500 

① 厚 型 ス レ ー ト

一 枚 ニ ツ キ

円

灰 色 平 瓦 工 場 渡 シ 2 5 -

役 物 二怠棟] [ . I! 45ー

巴 瓦 大 '1 4 5 -

/1 
1.1' 

'1 3 5 -

11  
ノj 、

'1 28ー

雪 且 ー 瓦 '1 υ。戸υー一一

ノ シ 瓦 I! -のπuーー

ｾ￭ｦ 先瓦 3 5 -

ケラパ瓦 I! :35ー

重 箱 瓦 '1 45ー

三 ッ 叉 瓦 I! 330ー

色物一割~二審1 ] j : 斜

蜂 上 工 事 一 坪 ニ ヅ キ

灰白色〈下敷共〉 Ｑ ， ｾＵＰ ー

葺 上 工 事 ハ 大 阪 市 並 ニ 近 郊

⑦ 石 綿 煙 突

長ザプ、尺 内 径 三 吋

三 ｮＱＧｾ

四日J

四 吋 半

工場渡シ一本ニヅキ

円

135-

15') -

225ーー

262ー

五日寸 300-

六l I .j ・ 450一

七日i' 600-

入 吋 1，050一

議長手バゾドパッキゾ付

三 吋 24一

三吋きい 29一

四nJ 3ヨ50

四日J W

五吋

主主 90 

53ー

六 a・j
ト

ト

ト

ト

七R・j'

入 吋

ート吋

圃園園田 関 西 建 材 会 編

三 吋
56ー

三と吋半
61-

間 吋 68一一

四 吋 半 78一ー

ヱi_ p.j 90ー

メ，ｾナ 110-

七 ;11 145ー

ノ¥11寸 185ー

十日十 2.1つ一司

① 石 ｩｾ 揚スレー ト

工 場 渡 シ 一 枚 ニ ツ キ

i良 刻 A 6  11 .1(j 0ー

，γ  A 7  '1 510-

I! A 3  G5' J一一

I! ; 高圧4::i 製 A G  1/ GO，]ー

11 1/ A 'i '1 58ヨ一一

11 '1 A 8  /1 680-

小 平 板 五本E 11 40ーー

111 煉 三 lz 11 lG!. トー

巴
1/ 150-

Illi ケラノ〈 六 尺

"  

3J Oー

碕スレート J 、、 R 1/ 250ーー

葺 上 工 事 : 一 坪 ニ ヅ キ

木 骨 母 屋 A ロロロ 1，55Qーー

11 需if E 特製品 1，800-

鉄 骨 A 品 1，650ー

1/  i高圧特型型品 1，900-

/j 、平板 1，占0 0 -

賞。上工事ハ大，反市市: 呪郊

0)  スカイライト

〈綱入 7高板7清子2/ X: ' } I  使用〉

i  種 戚 I関木係4骨 l裟 貴 m 5走 什 装 置

靖 子 屋 根 ¥ 鉱 敏

平 方 lγ . ' f昏板製 鋪 紙 製 鉄板弘L i| 鋼板製

2) ' 前 後 440 530 

100

1

以下 370 400 491 

200 !I 28つ 360 390 

200 以 上 270 3501 38ヨ . HO 

上 記 単価は 大 阪 市 1・; Ｒￆ Ｎ￬ Ａￍｾ黙とし地方 ｾｉ 丸三東 Ｚ Ｎ ｴ のお合

ｴ 主 Ｑ 符 ｉｾ ｬＮ 5刻胤

綱入鳴子以外勺硝子使用の場合は差額 ｴｾ Ｇ い Ｑｭ 減しま

す。

⑬ 塗 料



値段 ( 1 ケ〉

ケ ン ト ク 白 木 用 ワ ッ ク ス 1 f ポン ド繊 ::l!) 0ー

グ 1 11 11 490-

11 6  11 11 2. 200-

11 1 斗 11 9，900ー

ケント F ポ リ シ ュ ワ ッ ク ス ズ ポ ゾ ド 餓 290ー

11 1  11  11 490ー

2. 200-

9，900ー

6 3 0 -

4，()00ー

し1 0 0 -

6，5 0 0 -

630一

生， 900ー

ケ ゾ ト タ フ ロ ア オ イ ル A 1  升 11 490ー

グ グ 1 斗 11 3. 300ー

11 5  11  11 

11 1  斗 グ

ケ ソ ト ク 液 体 床 ワ ァクス 1 升 織

1 斗 繊

ケ ン ト ク レ カ ワ ッ ク ス 5 ポ ン ド 繊

1  斗 織

ケ Y トク 7 ロァポリ シュ 1  ヲト グ

11 1  斗 11  

'1 C  1 升 H

11 1 斗 ρ

I王 1 斗 か

4 5 0 -

2. 900-

2. 000-

11  

11  

⑪ 目 本 瓦

産 地 恒 竺 竺!ヱ主主主住空竺ぞ

| 淡 路 選 | 明 沼 産 | 三 子 丙 雇 ー

よそ空| 1 等 I 2 等 | 1 等 I 2 等 I 1 等 I 2 等

Ｗ セ ｼ ［､［［ 二 ｼ Ｚ二 ｉ ｾ 二 Ｑ 2 2 - 1  21一

万 十 唐 草 1 36→ 3 3 - 1  6 7 - 1  64- 1  4 4 - 1  42ー

袖 瓦 i 2 8 - 1  2 6 - !  47. 601  4 6 - 1  4 4 - 1  42ー

袖 角 1 42→3 9 - [  76ー 1 72ー 1 6 6 - :  62ー

| 一 文 字 | 必 斗 39 1  57 1  64ー 1 ＸＶ ー ｉ｟ｾ ｾＭ

| 山 1 ｾロＺ日 Ｚ［ｩ Ａ 日 工 ｬ ｩＺ
空丸 I 2円台- i !?一! ? ! ??- |士一
可 1 山 - 1 ".J ー| 晶 一 i 岬 ーl ω- .  u i 一

棟 鬼 5 寸

G寸

7 寸 1
300

- 1

1号3引300ナヴ00-計づ0-つot門 附1!円門門門!でプ寸寸200-づ計!f1T一11i!「!T!!?Tづ60-づ計!「1T-11門 | [!

ｬｆ＿ 手主 Ｚｲ五 ［Ｚ［［［［［［［ＺｊＭ ＩＺ ｩ［ ［［［［Ｚｊ ＭＩｼＨ じ ｾＺＺＺ｝ｾじ［［［［［［［ Ｍ口 ［ＺＺ［Ｚ［ＺＱ ]  l  
|  

坪 以 上 : -11 ， -l| -)| -)l -「 0か「

l  
|  

@ 三章 瓦

建 材 価 格 表

瓦 種 '色 合

100T7迄 i 200 士)f-

1 以 上

東洋トゾネＩｾ窯製 軍油菜 光繍色 2. 000- 1，860ー

7 レンチ瓦 11 緑 色 3，700ー 3，500ー

11  青 緑 色 3，900ー 3，700ー

第 焼 赤 偽 色

2 6 1 2 h  

東 洋 S 灘 瓦 紬 薬 緑 色 4，400- 1 4，2 0 0 -

グ 膏 緑 色 品， 6 0 0 - j 4， -100ー

赤偶色

東 洋 日 本 型 瓦 緑 色

ｾＧｾｾｾ Ｍｉ＠ :' ＲｾｾＭ ｩ＠
脊緑色 4，600- 1  4，400ー|

一

色

一

2

品

一
円

灯

一

印

}

一

緑

一

!

等

一

一

恒

石

互

い

ロ

聞

羽

ω
∞

叫

|

ゆ

叩

ぬ

叫

I
m
-
-

吋

ω刈

羽

ω
ω

剖

一

利

一

等

一

i

4

引

L

1

2

2

A

一

1

1

2

2

紙

一

色

一

2

口

問

一

円

“

一

必

1

1

1

1

1

1

1

|

η

一

一

!

等

一

一

動

枚

枚

枚

す

一

薬

皇

i

ロ

四

一

問

叫

判

吋

判

刈

判

叫

付

制

l

一

吋

ば

|

叫

叫

叫

叫

州

1

3

|

叫

l

叫

付

一

印

印

臼

と

市

l

一

川

笠

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

2

2

4

一

1

1

2

2

2

4

1

2

2

5

一

b

瓦

し

一

色

一

焼

司

|

|

明

叫

叫

叫

叫

l

o

i

d

i

-

-

-

-

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

-

i

一

品

よ

チ

瓦

瓦

渡

一

衛

一

涼

一

1

1

1

1

1

1

1

1

u

一

一

に

ゾ

胆

型

庫

裏

光

一

4

品

可

吋

叫

l

司

叫

刈

l

刊

|

仏

l

o

d

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

一

所

レ

翠

本

倉

一

利

一

1

等

一

3

3

7

白

羽

叩

山

問

符

1

一

一

立
耕

三
日

f

d

M
同
志

l

g

a

d

-
M
I
f

-

-

ω

1

1

1

4

1

1
一

三

引

建

当

天

一

筒

一

引

耳

4

司

4

:

!

?

ー

6

7

5

0

0

「

1

4

1

J

I

l

l

i

-

-

6

剰

に

坪

阪

一

赤

一

1

日

一

円

泊

剖

釘

飢

∞

6

2

5

1

一

3

3

6

5

2

2

3

5

7

m

m

印

一

れ

一

並

C

大

下

幅

「

l

i

l

i

a
-

-

い

い

い

ー

「
I

l

-

-

い

い

い

r

h

i

-

-

円

一

何

は

式

数

瓦

一

一

施

、

一

瓦

瓦

瓦

角

瓦

跨

止

又

シ

一

瓦

瓦

瓦

瓦

巴

止

ピ

ス

丸

巴

止

又

一

ロ

問

様

枚

々

一

別

一

二

-

d

-
4

-

d

'

i

-
d

一

一

昨

柑

等

根

裏

洋

一

一

等

¥

一

風

嵐

リ

ツ

ノ

一

寸

ι
判

γ

一山

寸

丸

刊

む

一

価

二

屋

所

東

一

一

V

-

1

-

下

三

戸

一

寸

・

寸

ト

寸

寸

寸

寸
一

一

重

一

¥

旦

ロ

一

筏

半

破

被

棟

出

概

棟

株

百

一

…

筏

半

袖

六

六

六

S

六

七

七

七

七

一

1

2

3

4

5

一

Z

-

l

i
H

i

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

一

l

i

l

-

-

a

一

フ

レ

ン

チ

現

S

型
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SI:iIIIIIIIil!蓋!:III F  - 一一一一

一 一 一 一 一

引 掛 筏 瓦 | 叫 21

万 十 唐 草 | 州 40

日|伊 勢 袖 瓦 1441 

万 十 矧 角 | 総

本| 万十ト γ ピ 1
1ぬ

厚 の し 瓦 1 221 20 

五 寸 経 丸 1 361  32 

塑 | 五 寸 丸 巴 | 鈎

五寸足付J i . 1 雪印

五 寸 鋸 鬼 1 1701  

③ 建 築 金 物

! 品 名 | 種 別 寸 法 | 単 位 | 価 格

11 

丸

"  
11 

11 

11 

11 

11 

11 

釘 1 60キロ 1" 

11 1Y.，，" 

11 17f" 

11 1%か

11 ぜ'

11 2Yz" 

11 3"  

11 3メ"

11 4"  5" 6"  

亜 鉛 引 鉄 板 1 3尺 x 6尺 持31

11 11 

n
x

u

R

v

t

A

 

。“。

-

q

u

u

付

u

S別

、

官

官

。ox

 

M

H

M

M

5

 

。
“板波

'

'

n
H
J
 

A

，
h

 

鉛頭

I! 

'1 

亜 鉛 引 鉄 線

'1 

I! 

I! 

n  

I! 

I! 

生 γ 鉄 線

11 

11 

鉄 条 網 25キロ

ワイヤ戸ロ戸フ.

24本 G撚

11 

11 

11 

メ タ J レラス 2 x 6

11 

11 

50キロ

11 

11 

，y

F

，
，
 

d

d

j

'

 

9 N/M x  2 0 0 m 1  11 

10 1/ x 200 

1211 x 200 

16 11 X  200 

尺 尺

椀 1 3，800:  

ρ I  3. 700 

11 1  3，600 

11 1  3，600 

11 1  3，400 

グ 1 3，370 

I! 1  3，340 

グ 1 3，310 

グ 1 3，270 

枚 345 

376 

485 

5G5  

285 

315 

395 

3，850 

3，650 

3，500 

3，300 

3，200 

3，100 

3，000 

5，500 

5，700 

6，600 

1，800 

18，000 

20，000 

28，500 

44，500 

80 

#30 11 

I! 

11 

11 

枚持30

持28

非20

脅18

非16

韓1是

非12

韓10

帯8

持8 1  100キロ

帯10 1  11 

#20 1  11 

帯141 巻

I! 

11 

巻

11 

11 

"  

"  

11 

11 

• 
240匁十il 坪

"  

30011 1  ，， 1  95 

I  390 11 I  I! I  130 I  

｟ＱＭ 一二 ｾＱ _ _  1! _1_1竺j

建 材 価 格 表

"  11 

リフ. ラス 2 x 6  

グ 3 x 6

ワイヤーラス

6尺 x 12尺

"  

"  
カ 骨 6尺

H  

菱 形 網

11 

グ リ : / 7. 網

"  
ス ラ ー プ ル

亜鉛引絞網

3尺 x 1 0 0尺

グ

I! 

堕鉛引- m. 甲網

3尺 x 100尺

"  
11 

"  

"  

非28 x  : 8" 1 坪

者2 6 x ｾ ｩ ら グ |  グ

非28 x %" 1  11 

幹26x % I !  1  11 

持21 x  y." 1 坪

評2 0 x 1 %グ 1 "  

者18 見 1Yz 11 1  11 

持10 1 本

帯E! 1  11 

帯14 X 1] i 11 1:平方尺

者12 x 211

持15 x >f 

非1 3 x %グ

持1 8 x % グ

帯12 y. 1}'!! グ

非 ｾｏ ｘ ｾｾ＠ I! 

者1 9 x 号is グ

持1 8 x % ρ  

非2 4 x Yz" 

者2 3 x %か

神宮3 x %グ

韓 ｾＲ ｸ 111 

非2 2 X 1 %グ

M

H

回

H

H

H

H

d

-
ま

6

6

2

/

t

A

旬

A

噌

&

唱

A
X

 

-

i

 

。
“
与
陀
-

M

M

H

a

，

 ，
v

 

脊

j

尺

川

U
ハ
U

4

i

 

x

 

J

、
，
，J

 

q

d

 

u

H

純

M

H

H

虫防

⑪ 板 硝 子

平 方 尺

650 I  

700 i  

1，3GO 

1，500 

60 1  

75  1  

l l G 

11 

w

d

k

υ

。ι

u

o

m

F

O

噌

ム

唱

A

の

ι
υ

グ I 40 

貫 1 320 

11 I  ｾ ＸＰ＠ I  

巻 ' 1 4，600 

11 4，600 

4，000 

1，100 

1，000 

900 

800 

700 

660 

ｾ， ＷＰυ ｼ＠

3，200 I  

10，000 1  

17- 103 

11 

長- 6

7- - 16 

17- 26 

2 7 - 以 下

"  

巻

11 

11 

"  

"  

"  

巻

11 

"  

11 

11 

11 

溜

日

曜

序

縞

綱

者世

ｾｾ板

板

入 t高 校

品 等 '-i ai 入枚数| 卸 売

| 売価終

円

3，100 

3，400 

8. 800 

6，700 !  

G，200 1  

6，000 

4- 6  1  18，600 

7 - 1 6  1  15，000 

17- 26 1  12，400 

2 7 - 以 下111，000 

17- 103 1  3，400 

4 - 1 7  1  7. 200 

4 - 1 7  1  9，200 

11 1  16，700 

勝 硝 子 厚 3 粍 | 標 準 品 | 壬- 6

グ 1 11 1  7 - 1 7  

"  ，，， '  18- 39 

グ | ρ ，40- 49 

普通品

"  
11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

板

"  

品 名

透 明 2 粍 並 l寧 |

掬 " 1  

透 明 3 粍 J寧

11 

"  
11 

透 明 日 粍 厚

"  

"  

"  
3[;2 

304 

ｾＴＸ＠

23占

- 園 田 関 西 建 材 会 編



fI fI 150-715 198 

fI fI 76- 103 137 

fI fI 104以下 194 

l梼 硝 子. W G. 6粍 fI 4 - 6  390 

fI 

"  

7 - 1 7  34!!  

fI fI 18- 39 277 

fI fI 品0 - 4 9 239 

fI fI 50- 76 224 

fI fI 76- 103 164 

庫署 網 入 硝 子 11 4- 6  606 

11 11 7 - 1 7  418 

乳円色 〈ペラ石泊予〉 A 級品 17- 103  350 

11 B 級品 17- 103 2GO 

色 硝 子 〈赤背紫〉 標準品

2) ミx ＳＩｾ＠
250 

1枚イサ

安全硝子〈合 セ ｬ￭ｦｾ 子 〉 2枚合セ6粍 11 11 GOO 

。 ( 強化硝子〉 )!1- () 粍 11 11 GOO  

結晶硝子 ( 17- 103) l寧 2 粍 平方尺当 リ 615 

スティ γ ドグ' ラス 簡易ナモノ 11 1，1500  

エ ッ チ L〆グ 1加 工 加 工 費

300ー

11 

1，000 

E電 蝕 1m 工 11 11 1 0 0 -

摺 リ カ日 エ 11 11  

200 

2 -ー盛

⑮ 事務用家具〈課長程度迄〉

空 名 | 並 品 | 竺 当 ム ヲ | 仰
考

2尺 x 3)ミ平 机

3.  5 x 2.  4  平机

向 上 回 転 精 子

〈腰止回転〉

3.  5 x 2.  4 片袖机

同 上 回 転 勝 子

4.  H x 2. 4両1由机

1 本立

同上 肘イサ背張

回 転 椅 子

ぃ。;12，EU1! 岳，O01

2，7001  3，2001  15，000  

2，3001  2，15001' 申そケ y ト虫リ

4，5∞1  5，5001  9，000 

1  .， ，. nnl 背張，綿モケ ッ

I  3， ｇｏｏ ｉｉｾ＠ ｾ［ Ｂｉ＠ ｾ ｲ＠ ｾ＠ ｾ Ｍ ＮＮＭ＼＠
I  u，uvvlト51l リ ι悦 共〉

8，GOOil l ， 000114， 0001  ( 税 共〉

1  ()， OOOI  7，0001納 モケ ッ ト5艮リ

1  1  1  ( 税 共〉

く価;機表終〉

関 西 建 材 会 々 員 を 募 る

設立以来本会( - j : 清 々英基 礎を固めつつ時代の要求に応

ぜんと各般の企画. を進めている。建設に関連される各業

者多ｉＮＮｾの入会金待望 し ている 。 申込其他税制土建築協会

事務局に御連絡下 さい。 関西建材会幹事

関 西 建 材 会 規 約 亡事務所 日木建築協会内〉

第 1 条 木会は会員相互の親睦を図 1) 建設資材の生産販

売の増進に協静、 し関係部門との連繁、併せて 日本建築

協 会 と 割 引 鳴 の 相互協力に 上り健全な発達を期 し以

・回・・ 関 西 建 材 会 縞

建 材 価 格 表 一 一 一 一 一 一

て斯界立主に社会に貢献するを 目的とする。

第 2 条 木会付関西建材会 と称す る

第 3灸 本 会 の 事 務 所は当分日本建築協会内にi詮〈

第 4 条 本会は第 1条の目的達成のため次の事項を行 う

1. 建材の一般認識普及並びに建材陳列場の開設

2. 事業上の問題解決に協力善処

3  綜合、技術その他の部門と の連絡協額

4. 協会誌に建材立主びに会員の紹介企商

5  協会を通 じ必要に より緒建鱗その他対外事項

6.  建材名簿並びに カタログその他印刷物の刊行

7.  建材業者の登録制企画

8.  見学、講演、=講習会、並に例会大会等随時開催

9.  その他本会の目的達成に必袈な事項

第 5条 本 会 の 事 業 年 度 は 4 月 1 日に始り翌年 3 月末日

に市きる

第 6 条本会正会員は建設資材に関する業務を滋むポと

する

但し特別のものは幹事会の織を経て賛助会員とする事

が出来る

第 7 条 会 員 の 入 退 会(-j: 幹事会' f : 詮衡決定する

事E助会員については幹事会で別に規定する

第 8 条 本 会 に左の佼員を置く

会 長 1 名 幹 事 長 1 名

副幹事長 2 名 幹 事 若干名

委 員 若干名

第 9 条会長{ 主幹事会で権問 し総会の承訟を得る

幹事長、副幹事長、幹事は総会で、委負は幹事会で選

任する

第10条 会 長l士会務を総麗 し; 本会を代表 し総 会、幹事会

委員会の務長 となる

幹事長、副幹事長( 士会長を補佐 し会長事故ある ときは

その職務を代湿する

幹事は会務を執行し委員は: r n : 製会務を審議す る

第11条 本会は必要に よ り幹事会のj台湾で問問若干'呂 を

置くこ とが出来る

厳再開は本会の遁礎事項の諮問にbぶへf，¥i各会に意見を提

出する

第12条 役 員 の 任期は 1 ヶ年 とする。但し; 震任するこ と

が出来る

第13条会合はすべて必要に上り j歯究開催する

第14条 * 会員は次に定める会演を前納3えは年 3 @ 以内

に分納する 1 ヶ年 金 3，600円也

第四条 本規約の改廃付総会 ' 6定め、事務に必裂な事項

は幹部会で定める

第16条 本 会 付 必 裂 に めi じ事務局を設け有給職員を低〈

ことが出来る

但し当分の内建築協会翁ー務局に事務を委嘱する
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給水・給湯- 消火- 衛生設備概要

要

昭 和 26 年 2 月

昭 和 27 年 5 月

大阪市東区南久太郎町4丁目 25番地

906. 69坪

613. 51土F

4555. 52坪

地下 l 階 地 上 8 階

30. 15米

鉄骨鉄筋コンクリート造

株式会社 安井建築設計事務所

株式会社 大 林 組

概築新

着 工

竣 工

位 置

敷 地 面 積

建 築 面 積

建 築 総 面 積

階 数

軒 高

構 造

設 計 監 理

主 体 工 事 施 工

工

須 賀 工 業 株 式 会 祉

施{席

ミさ) u

E又生衛



地

階

平

面

図

大 和 ピ J レデF イ ン グ

衛 生E設 備 概 要

1 ) 消 火 設 備

地階機俄室に消火ポンプ、クッシヨンタンク、 空 気

圧縮機を設備し40 ケ所の消火松に接続し非常の際は

消火栓力開放により自働的に消火ポンプが起動 しま

す。

傍停電時には自家発電装置よりの送電により消火ポ

ンプ を運転する械に なってゐます。

建物外壁にサイヤミーズコネクシヨン を設け叉各階

に消防隊専用消火栓を殻備し消防隊のポンプに より

非常送7 1 < : a : 受けます。

• • • • 
' ‘ " 

耐 買

• • • • 
-・1II

• • 
階

• • 平

.  .ミ
面

• • 図

2 ) 上 水 給 水 設 備

飲 料用後、洗面器、浴室等の衛生器具約 1 5 0 箇 所

には上水( 市水道水) を供給します。

給水管は御堂筋仮IJ の市配水管より分岐し地階受水併

に受け之より上7 1 < : 揚水ポンフ. にて屋上水槽に揚水し

重力により上記各器具に給水 します。

3  ) 井 水 給 水 設 備

地 階 2 ケ所の雲井よりポアーホールポンプにて従み

上げ急速滅遇設備により処理した後一つは冷房装置

へ送り一つは属上弁水貯憎に揚水 L 、 之より各階の

大便器小便器、tl賢7. K 栓等約 120 笛所に給水します。

術ほ夏期冷房時には コンデンサー よりの弁水は放流

するととな〈地階の弁水受水情 に導主之より更に前

記屋上弁水貯舟に湯水できるようになってゐます。



4) 給 湯 設 備

地階内織室に給湯舟ストレーヂヒーター 2 ; 1在を設け

!tA汽加熱管により加熱された泌7.K a : 洗面総J t ・の他約

130 筒所に供給し稲原ポ ン ブ により官1・1時滋湯を給湯

します

5  )  排水並通気設備

般排水と雨水排水の ー系 統 に 分 れ 1 階以上の排水

は総 て市役 下水:本管に按絞l i ' i : f.幻文流します

本官Ｈｦ 主 ｴｨ 階には フラッシユクリーンポンプ 士見 ｉｉｦｦｬＡｴｬｾ 階

にはナンクロックポンプ a : 夫々 設備i し地階の汚水並

びに a 般排水士前記ポ ン プ に主り自倒的に rfi; 没下水

本管に排出します

S ) 衛 生 器 具 類

附認はｗＺａＧ・ ｾｦｴ￬＼Ｎ ＱｩＺ株式会社製品を用い附属探具は須賀

工数株式会社特製品決策陶製品を設備しています

術生吉正具の数昆は大臣告下 3己の通りです の

月二ｊ，ｫｾ大使＿ＱｩＺ 。 ，...， 38 16 *'且

干nJ . 瓜大使吉正
。 ，...， 1  52 手且

大小使 ｾｬｬ 用 じ ，...， 6 3 A 2  キ且

z トーノレ u  ，...， 30 40 *'且

星置付小使旅
u  ，...， 23 7  手且

洗面総
L  ，...， 340 2  *'且

1/ L  ，...， 2  2  ;f.且

1/ L  ，...， 1  61 ;f.且

手洗ｾ岸 L  ，...， 92 1  fJ l  

1/ L  ，...， 126 32 手且

' / 
f， ，...， 8  2 キ¥fl

見ロッ 7" シンク S K ，...， 22 13 ;f.且

台所流
S  K  ，...， 18 6  ，f.且

7)  本設備に使用せる主なる機器類

急: : i l l 泌過機 処理7 I < - 1i 羊夜 25，000石 3l t ; 部

気|曝裟程 100fl! j  1組特殊ノーズノレ

ポアホールポンプ 12，500石/ 日

x  6" x 50米 x 40l P  2台

iliti 過ポンフ・ 3，200立/ 分 X 7!1 x  9: * x  151 P  2台

逆 洗 1/ 2，500立 / 分 X 6'1 x 15米 x 15I- P  2台

消 火 。 使)() 立 / 分 x 4" x 60米 x 30I- P  1台

市7.K揚水ポ / ' 7・ 600立 / 分 x 3υ x 45米 x 15I- P  2台

弁水揚水ポンフ・ 6つ0立/ 王子x 3" x 45米 x 15l- P  2台

溢水 Ｑ 日 ￭ｾ ボ ＯＧＷ ・ 2" x  7米 x 1  I P 2台

被 式 7 ラ ツ シ . ユ " 28立/ 秒 x 5" x 9ヨf.: x 7メl-P 2台

クリ - / ' ホンフ

時型汚物ポ / ' 7・ 5，7立 / 秒 x 2占" x 9米 x 2 l P 2台

排 水 ポ ン プ 2立 / 秒 x q " x 7米 x 7f l  P  1台

笠 気 圧 縮 機 210立 × 最 大10延/ 平方糠 x 2} P 1;1喜

久 ト レ ー ヂ ー 丸 型 作 900粍 x 長3000粍 2;1t;

ＭＹＭｾ［Ｏｾ＠

市71<受7.K概 角 型 1，5米 x 3， 0米 x 2，O米 1l長

井 水 受 水 槽 丸星ｾ ｾ 恒 Ｑ ， Ｕ 米 ｸ 長 Ｓ ［Ｉ 転 Ｑ ［Ｑ事

上水尾上* 1 ' 判 角哲ｾ 2， 7米 x 2，7米 x 1，5米 11.島

ヲ1・水路上水栴 角 型 2，7;)転x 2，7米 x 1， 5;)幹 1;1左

クッシヨンタ y ク 丸型 干 ｬｾ Ｑ ， Ｐ 米 ｸ 長 Ｓ 米 Ｑｾ 奉

地 階 機 械 室 の 一 部

地

階

機

械

室

の

「

二 階 北 側 男 子 便 所
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掲

載

広

告
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覧
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掲

載

順
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竹
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工

務

庖

日

興

土

建

浅

野
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小

谷

建

設

大

阪

城

口

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

桐

田

商

会

斉

久

工

業

三

機

工

業

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

栄

輿

商

会

三

晃

商

会

ダ

イ

ハ

ツ

工

業

字

部

ス

レ

ー

ト

工

業

安

田

レ

l

ル

ヤ

ハ

恭

ス

-

フ

ス

協

和

製

作

所

大

阪

機

工

久

保

商

庖

青

盛

建

材

堀

田

組

安

松

組

山

石

商

会

協

和

工

務

自

大

宝

組

橋

本

組

大

建

組

ラ

イ

ト

工

業

泰

平

電

機

製

作

所

広

洋

商

会

須

藤

工

務

所

長

沼

電

業

社

広

陽

土

木

建

築

村

竹
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業

山

田

組

後
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機

械
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工

出
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理

想

瓦
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意
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瓦
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合
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島

商

事

長

崎
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島

鋼
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工

材

広

島
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工

桧

垣

新

兵
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庖

常

盤
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学
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所

賀
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土

建
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井

測

器
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井

工
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所
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精

工

回

惣

兵

衛

商

庖

大
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装

飾
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業
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山
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事
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島
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